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■参考資料 

＜年齢別男女別、子の有無別クロス集計集＞ 

１．集計結果のまとめ 

（１）年齢別男女別クロス集計 

①大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育の取組みについてどのように感じているか 

○ 30 歳代、40 歳代の子育て世代を中心に男女別の回答をみると、『大阪狭山市の就学前教

育・保育、学校教育は充実している』という教育の取組み全体に対して[そう思う]と答えた

割合は、女性（30 歳代：23.3％、40 歳代：41.4％）に比べ男性（30 歳代：35.3％、

40 歳代：46.1％）の割合がやや高くなっています。 

○ 一方で、個別の具体的な取組みのうち、『学校給食は、安心・安全でおいしい給食が提供

されている』『「学ぶ力」が育まれている』『「体力」が育まれている』『「豊かな心」が

育まれている』では、男性に比べ女性の[そう思う]と答えた割合が高く、それぞれ 10 ポイ

ント以上の差があります。 

 

②学校教育の中で力を入れて行う必要がある教育施策や教育事業 

○ 年代別、男女別によって差がみられる項目があるものの、概ね全体的な結果と同様、教職

員の資質向上や子どもの学習意欲が高まる授業づくり、体験的な活動を必要とする回答が高

くなっています。 

 

③いじめについて、特に大切だと考えることは何か 

○ 概ね全体的な結果と同様、「保護者が自分の子どもに対して、いじめをしてはいけないこと

をしっかりと教える」「学校全体で、日頃から子どもたちの様子を注意深く観察する」への回

答が高くなっています。 

 

④「家庭の教育力」をより高めていくために必要な取組み 

○ 30 歳代の男性は「保護者の就労時間を短縮するなど、企業が協力して親子のふれあいの

機会を増やす」が 47.1％（全体：16.6％）と最も高くなっています。また、30 歳代の女

性は「保護者がしつけや教育について相談できる場所をつくる」が 51.2％（全体：43.3％）

と過半数となっています。 
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⑤「地域の教育力」をより高めていくために必要な取組み 

○ 40 歳代の男性は「子ども同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができる機会をつく

る」と同率で「地域での活動や行事などを活発にする」が 57.7％（全体：39.3％）と最も高

くなっています。また 40 歳代の女性は「治安を良くし、子どもが自由に遊べるようにする」

が 53.4％（全体：44.9％）と過半数となっています。 

⑥大阪狭山市の子どもが健やかに育まれるようにするために力を入れるべきこと 

○ 概ね全体的な結果と同様、「子育て家庭への支援」「子どもが様々な体験ができる機会づく

り」への回答が高くなっています。30 歳代の男性は「家庭の教育力を高めるための大人へ

の教育」が 11.8％と全体の 30.2％と比較して低くなっています。 

 

（２）子の有無別クロス集計 

①大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育の取組みについてどのように感じているか 

○ 就学前～高校生の子をもつ人の回答を中心に結果をみると、『大阪狭山市の就学前教育・

保育、学校教育は充実している』という教育の取組み全体に対して[そう思う]と答えた割合

は 46.5％と全体の 38.4％を上回っています。 

○ 個別の具体的な取組みの上位をみると『学校給食は、安心・安全でおいしい給食が提供さ

れている』が 62.6％（全体：48.8％）と特に高く、『子どもの健康管理ができている』が

46.5％（全体：33.6％）、『小学校の教育内容や学校運営の取組みが充実している』が 44.5％

（全体：31.6％）となっています。 

○ また、就学前～高校生の子、大学生の子、その他の教育機関に通っている子をもつ人の回

答は、大学生以外の成人の子をもつ人や子はいない人と比較して「わからない・知らない」

への回答が全体的に低くなっています。 

 

②学校教育の中で力を入れて行う必要がある教育施策や教育事業 

○ 就学前～高校生の子をもつ人の[必要である]との回答は、多くの教育施策・事業で全体の

割合よりも高くなっています。上位の項目は『教職員の資質向上を図る』が 93.9％（全体：

87.8％）、『子どもの学習意欲が高まる授業づくりを工夫する』が 89.9％（全体：88.7％）

となっています。一方で『二学期制による教育活動を行う』に対する[必要である]との回答

は、就学前～高校生の子をもつ人で 19.2％（全体：26.3％）と低く、反対に[必要でない]

との回答は 51.5％と過半数となっています。 

 

③いじめについて、特に大切だと考えることは何か 

○ 概ね全体的な結果と同様、「保護者が自分の子どもに対して、いじめをしてはいけないこと

をしっかりと教える」「学校全体で、日頃から子どもたちの様子を注意深く観察する」への回

答が高くなっています。 
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④「家庭の教育力」をより高めていくために必要な取組み 

○ 就学前～高校生の子をもつ人は、概ね全体的な結果と同様、「保護者がしつけや教育につい

て相談できる場所をつくる」「子どもが、保護者以外の大人（祖父母、近所の人）とふれあう

機会を増やす」が高くなっていますが、「保護者が子どもに対する教育の方法や心がまえを学

ぶ」については 36.4％と全体の 43.3％と比較して低くなっています。 

 

⑤「地域の教育力」をより高めていくために必要な取組み 

○ 就学前～高校生の子をもつ人は、概ね全体的な結果と同様、「子ども同士が、地域で遊んだ

り、スポーツ活動などができる機会をつくる」「地域の大人が、地域の子どもたちに関心を持

ち、ほめたり、注意したりする」への回答が高くなっています。 

 

⑥大阪狭山市の子どもが健やかに育まれるようにするために力を入れるべきこと 

○ 概ね全体的な結果と同様、「子育て家庭への支援」「子どもが様々な体験ができる機会づく

り」への回答が高くなっています。 
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２．年齢別男女別クロス集計 

 

 [１] 問 8 大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育における現在の取組みについ

て、あなたはどのように感じますか（単数回答） 

 

■大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育は充実している 

男女別の合計をみると、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合算した[そう思う]

では、女性に比べ、男性の割合が高くなっています。特に子育て世代である 30 歳代の結果をみ

ると、「そう思う」は、男性が 35.3％、女性は 23.3％と、男性の割合が 10 ポイント以上上回

っています。 

 

 こうした全体的な評価を尋ねた設問では、男性の[そう思う]に対する割合が高くなっています

が、以下、個別の取組みである学校給食をはじめ、学ぶ力・体力・豊かな心や教育相談、健康管

理については、男性に比べ、女性の割合が高くなっており、特に 30 歳代、40 歳代の女性の割

合が、この年齢層の男性を大きく上回っています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 9.0 33.5 6.0 4.8 41.9 4.8

女性 327 9.8 27.5 9.8 7 40.7 5.2

15～19歳 男性 N=6 - 50.0 16.7 16.7 16.7 -

女性 N=12 16.7 33.3 - - 50 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 25.0 - 12.5 37.5 12.5

女性 N=29 3.4 13.8 3.4 27.6 44.8 6.9

30～39歳 男性 N=17 5.9 29.4 11.8 - 52.9 -

女性 N=43 14 9.3 14 14 41.9 7

40～49歳 男性 N=26 11.5 34.6 7.7 3.8 42.3 -

女性 N=58 6.9 34.5 10.3 5.2 43.1 -

50～59歳 男性 N=26 3.8 30.8 7.7 3.8 42.3 11.5

女性 N=55 3.6 34.5 18.2 3.6 38.2 1.8

60～69歳 男性 N=39 10.3 35.9 - 2.6 43.6 7.7

女性 N=72 9.7 31.9 9.7 1.4 40.3 6.9

70歳以上 男性 N=45 11.1 33.3 6.7 6.7 40.0 2.2

女性 N=56 17.9 26.8 3.6 5.4 35.7 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

合計 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う年齢クロス
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■幼稚園における教育・保育の環境が充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保育所における教育・保育の環境が充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 9.6 25.7 8.4 3.6 50.3 2.4

女性 327 7.6 22.3 8.3 8.9 49.8 3.1

15～19歳 男性 N=6 16.7 16.7 33.3 - 33.3 -

女性 N=12 25.0 25.0 8.3 - 41.7 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 25.0 12.5 - 37.5 12.5

女性 N=29 3.4 17.2 6.9 20.7 51.7 -

30～39歳 男性 N=17 5.9 11.8 17.6 - 64.7 -

女性 N=43 7.0 7.0 14.0 18.6 53.5 -

40～49歳 男性 N=26 7.7 26.9 11.5 7.7 46.2 -

女性 N=58 3.4 25.9 8.6 6.9 55.2 -

50～59歳 男性 N=26 7.7 30.8 3.8 3.8 53.8 -

女性 N=55 1.8 23.6 10.9 7.3 52.7 3.6

60～69歳 男性 N=39 10.3 23.1 7.7 5.1 51.3 2.6

女性 N=72 8.3 27.8 5.6 6.9 47.2 4.2

70歳以上 男性 N=45 11.1 31.1 2.2 2.2 48.9 4.4

女性 N=56 16.1 25.0 3.6 3.6 42.9 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 50.0 - 50.0 -

年齢クロス 合計 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う

合計 男性 167 6.6 24.0 9.0 3.0 55.7 1.8

女性 327 6.4 18.0 8.0 7.3 55.4 4.9

15～19歳 男性 N=6 16.7 33.3 16.7 - 33.3 -

女性 N=12 16.7 16.7 8.3 - 50.0 8.3

20～29歳 男性 N=8 - 12.5 12.5 - 62.5 12.5

女性 N=29 - 13.8 3.4 17.2 58.6 6.9

30～39歳 男性 N=17 5.9 11.8 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 9.3 11.6 7.0 14.0 58.1 -

40～49歳 男性 N=26 7.7 19.2 3.8 7.7 61.5 -

女性 N=58 5.2 17.2 10.3 1.7 62.1 3.4

50～59歳 男性 N=26 3.8 26.9 7.7 3.8 57.7 -

女性 N=55 - 20.0 9.1 10.9 56.4 3.6

60～69歳 男性 N=39 7.7 25.6 12.8 2.6 51.3 -

女性 N=72 11.1 18.1 6.9 6.9 52.8 4.2

70歳以上 男性 N=45 6.7 28.9 6.7 2.2 51.1 4.4

女性 N=56 7.1 25.0 7.1 1.8 48.2 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 50.0 - 50.0 -

年齢クロス 合計 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う
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■全国に先駆けた幼保一元化の取組みによって、就学前教育・保育が充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■小学校の教育内容や学校運営の取組みが充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 4.2 16.2 9.6 5.4 62.9 1.8

女性 327 4.3 13.5 8.3 8.6 62.4 3.1

15～19歳 男性 N=6 - 33.3 - 16.7 50.0 -

女性 N=12 8.3 - 25.0 - 66.7 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 25.0 - - 50.0 12.5

女性 N=29 - 6.9 6.9 17.2 69.0 -

30～39歳 男性 N=17 5.9 - 23.5 - 70.6 -

女性 N=43 7.0 7.0 9.3 14.0 60.5 2.3

40～49歳 男性 N=26 3.8 11.5 11.5 11.5 61.5 -

女性 N=58 1.7 12.1 8.6 1.7 75.9 -

50～59歳 男性 N=26 3.8 11.5 15.4 3.8 65.4 -

女性 N=55 - 12.7 9.1 7.3 67.3 3.6

60～69歳 男性 N=39 5.1 15.4 5.1 5.1 69.2 -

女性 N=72 6.9 12.5 9.7 11.1 56.9 2.8

70歳以上 男性 N=45 2.2 24.4 6.7 4.4 57.8 4.4

女性 N=56 7.1 28.6 1.8 7.1 46.4 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - - - 100.0 -

年齢クロス 合計 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う

合計 男性 167 6.6 26.3 8.4 6.0 50.9 1.8

女性 327 6.4 25.4 10.7 4.0 51.1 2.4

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 16.7 16.7 - -

女性 N=12 33.3 16.7 16.7 8.3 25.0 -

20～29歳 男性 N=8 - 50.0 12.5 - 25.0 12.5

女性 N=29 - 31.0 3.4 10.3 55.2 -

30～39歳 男性 N=17 5.9 11.8 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 4.7 25.6 7.0 2.3 58.1 2.3

40～49歳 男性 N=26 3.8 38.5 3.8 15.4 38.5 -

女性 N=58 6.9 34.5 13.8 1.7 43.1 -

50～59歳 男性 N=26 3.8 23.1 7.7 11.5 53.8 -

女性 N=55 - 25.5 14.5 9.1 47.3 3.6

60～69歳 男性 N=39 5.1 28.2 5.1 - 61.5 -

女性 N=72 5.6 16.7 13.9 2.8 59.7 1.4

70歳以上 男性 N=45 8.9 20.0 11.1 4.4 51.1 4.4

女性 N=56 12.5 25.0 5.4 - 50.0 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

年齢クロス 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う合計
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■中学校の教育内容や学校運営の取組みが充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■小学校・中学校の施設・設備が充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 6.0 23.4 10.8 4.8 53.3 1.8

女性 327 5.5 22.3 10.4 4.3 54.7 2.8

15～19歳 男性 N=6 33.3 16.7 - 16.7 33.3 -

女性 N=12 25.0 25.0 16.7 8.3 25.0 -

20～29歳 男性 N=8 - 50.0 - - 37.5 12.5

女性 N=29 - 31.0 3.4 6.9 58.6 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 11.8 11.8 - 64.7 -

女性 N=43 7.0 9.3 4.7 2.3 74.4 2.3

40～49歳 男性 N=26 3.8 26.9 7.7 15.4 46.2 -

女性 N=58 5.2 25.9 17.2 3.4 48.3 -

50～59歳 男性 N=26 3.8 26.9 11.5 3.8 53.8 -

女性 N=55 - 25.5 10.9 9.1 50.9 3.6

60～69歳 男性 N=39 5.1 25.6 7.7 - 61.5 -

女性 N=72 4.2 18.1 13.9 2.8 59.7 1.4

70歳以上 男性 N=45 4.4 17.8 17.8 4.4 51.1 4.4

女性 N=56 10.7 25.0 5.4 1.8 48.2 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

年齢クロス 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
そう思う合計

合計 男性 167 10.2 20.4 12.6 6.6 46.7 3.6

女性 327 7.3 19.9 14.4 9.2 47.1 2.1

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 - 33.3 - -

女性 N=12 25.0 16.7 25.0 25.0 8.3 -

20～29歳 男性 N=8 25.0 37.5 12.5 - 12.5 12.5

女性 N=29 - 20.7 10.3 10.3 58.6 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 17.6 - 64.7 -

女性 N=43 7.0 16.3 11.6 9.3 55.8 -

40～49歳 男性 N=26 7.7 23.1 11.5 15.4 42.3 -

女性 N=58 10.3 25.9 19.0 10.3 34.5 -

50～59歳 男性 N=26 3.8 26.9 11.5 7.7 50.0 -

女性 N=55 - 23.6 14.5 14.5 43.6 3.6

60～69歳 男性 N=39 7.7 17.9 12.8 5.1 53.8 2.6

女性 N=72 6.9 15.3 15.3 5.6 55.6 1.4

70歳以上 男性 N=45 11.1 17.8 13.3 2.2 46.7 8.9

女性 N=56 12.5 19.6 10.7 1.8 48.2 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - - 50.0 50.0 -

年齢クロス そう思う合計 不明・無回答
わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

どちらかとい

えばそう思う
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■学校給食は、栄養バランスがとれ、食物アレルギーに配慮した安心・安全でおいしい給食が提供されてい

る 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「学ぶ力」が育まれている 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 22.8 18.0 3.6 2.4 51.5 1.8

女性 327 21.7 32.7 2.4 0.6 40.4 2.1

15～19歳 男性 N=6 66.7 16.7 16.7 - - -

女性 N=12 33.3 50.0 - - 16.7 -

20～29歳 男性 N=8 50.0 12.5 - - 25.0 12.5

女性 N=29 10.3 34.5 3.4 3.4 48.3 -

30～39歳 男性 N=17 23.5 11.8 11.8 - 52.9 -

女性 N=43 30.2 23.3 4.7 - 41.9 -

40～49歳 男性 N=26 23.1 23.1 3.8 7.7 42.3 -

女性 N=58 25.9 34.5 - 1.7 37.9 -

50～59歳 男性 N=26 26.9 23.1 - 3.8 46.2 -

女性 N=55 14.5 41.8 3.6 - 36.4 3.6

60～69歳 男性 N=39 15.4 20.5 2.6 - 61.5 -

女性 N=72 22.2 31.9 2.8 - 41.7 1.4

70歳以上 男性 N=45 15.6 13.3 2.2 2.2 62.2 4.4

女性 N=56 19.6 26.8 1.8 - 44.6 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 - - - 50.0 -

年齢クロス
どちらかとい

えばそう思う
そう思う合計

わからない・

知らない
そう思わない

どちらかとい

えばそう思わ

ない

不明・無回答

合計 男性 167 6.0 25.1 10.2 4.8 52.1 1.8

女性 327 4.9 27.5 10.7 5.8 48.6 2.4

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 33.3 - - -

女性 N=12 33.3 16.7 16.7 8.3 25.0 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 37.5 25.0 - 12.5 12.5

女性 N=29 - 20.7 6.9 13.8 58.6 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 7.0 23.3 11.6 7.0 51.2 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 19.2 15.4 19.2 42.3 -

女性 N=58 3.4 34.5 15.5 5.2 41.4 -

50～59歳 男性 N=26 - 34.6 7.7 - 57.7 -

女性 N=55 - 27.3 14.5 9.1 45.5 3.6

60～69歳 男性 N=39 - 30.8 10.3 - 59.0 -

女性 N=72 2.8 25.0 9.7 2.8 56.9 2.8

70歳以上 男性 N=45 8.9 22.2 2.2 6.7 55.6 4.4

女性 N=56 8.9 32.1 3.6 1.8 46.4 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

年齢クロス 合計 そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
わからない・

知らない
不明・無回答
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■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「体力」が育まれている 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「豊かな心」が育まれている 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 4.8 25.1 13.8 3.6 50.3 2.4

女性 327 5.8 26.3 14.4 4.9 46.2 2.4

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 33.3 - - -

女性 N=12 41.7 16.7 8.3 16.7 16.7 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 37.5 12.5 12.5 12.5 12.5

女性 N=29 - 27.6 6.9 13.8 51.7 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 9.3 18.6 18.6 4.7 48.8 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 19.2 26.9 7.7 42.3 -

女性 N=58 1.7 32.8 20.7 3.4 41.4 -

50～59歳 男性 N=26 - 30.8 11.5 - 57.7 -

女性 N=55 - 29.1 20.0 7.3 40.0 3.6

60～69歳 男性 N=39 - 28.2 10.3 2.6 56.4 2.6

女性 N=72 2.8 23.6 12.5 2.8 55.6 2.8

70歳以上 男性 N=45 4.4 26.7 8.9 4.4 51.1 4.4

女性 N=56 12.5 28.6 5.4 - 46.4 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 50.0 - 50.0 -

年齢クロス 不明・無回答合計 そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
わからない・

知らない

合計 男性 167 4.8 23.4 12.6 6.6 50.3 2.4

女性 327 4.3 27.2 11.9 5.8 48.0 2.8

15～19歳 男性 N=6 50.0 16.7 33.3 - - -

女性 N=12 16.7 41.7 16.7 8.3 16.7 -

20～29歳 男性 N=8 - 62.5 12.5 - 12.5 12.5

女性 N=29 - 27.6 10.3 6.9 55.2 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 7.0 20.9 11.6 11.6 48.8 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 15.4 19.2 15.4 46.2 -

女性 N=58 1.7 32.8 15.5 6.9 43.1 -

50～59歳 男性 N=26 - 30.8 11.5 - 53.8 3.8

女性 N=55 - 27.3 16.4 5.5 47.3 3.6

60～69歳 男性 N=39 2.6 23.1 10.3 7.7 56.4 -

女性 N=72 4.2 23.6 8.3 4.2 56.9 2.8

70歳以上 男性 N=45 2.2 24.4 8.9 8.9 51.1 4.4

女性 N=56 8.9 28.6 7.1 1.8 44.6 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 50.0 - 50.0 -

合計 そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
わからない・

知らない
不明・無回答年齢クロス
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合計 男性 167 4.8 15.0 12.0 4.8 61.7 1.8

女性 327 5.5 16.8 9.8 7.6 57.2 3.1

15～19歳 男性 N=6 16.7 16.7 33.3 - 33.3 -

女性 N=12 25.0 33.3 - 8.3 33.3 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 25.0 12.5 - 37.5 12.5

女性 N=29 3.4 3.4 10.3 13.8 69.0 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 14.0 9.3 4.7 9.3 62.8 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 15.4 11.5 15.4 53.8 -

女性 N=58 5.2 24.1 10.3 6.9 51.7 1.7

50～59歳 男性 N=26 - 15.4 15.4 3.8 65.4 -

女性 N=55 - 12.7 16.4 3.6 61.8 5.5

60～69歳 男性 N=39 2.6 10.3 10.3 2.6 74.4 -

女性 N=72 4.2 23.6 12.5 5.6 51.4 2.8

70歳以上 男性 N=45 4.4 20.0 8.9 4.4 57.8 4.4

女性 N=56 3.6 12.5 5.4 10.7 60.7 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

年齢クロス 合計 そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
わからない・

知らない
不明・無回答

■学校園は地域に開かれ、地域ぐるみで子どもの教育が行われている 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教育相談や子どもの心のケアが充実している 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 6.6 27.5 13.2 7.8 43.1 1.8

女性 327 7.0 25.4 12.5 6.4 45.6 3.1

15～19歳 男性 N=6 16.7 33.3 33.3 - 16.7 -

女性 N=12 25.0 25.0 8.3 8.3 33.3 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 37.5 - 25.0 12.5 12.5

女性 N=29 3.4 20.7 3.4 10.3 62.1 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 23.5 5.9 52.9 -

女性 N=43 9.3 23.3 11.6 11.6 44.2 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 23.1 23.1 11.5 38.5 -

女性 N=58 6.9 24.1 20.7 5.2 41.4 1.7

50～59歳 男性 N=26 3.8 34.6 11.5 3.8 46.2 -

女性 N=55 1.8 34.5 14.5 7.3 38.2 3.6

60～69歳 男性 N=39 5.1 35.9 7.7 5.1 46.2 -

女性 N=72 6.9 25.0 13.9 2.8 48.6 2.8

70歳以上 男性 N=45 6.7 24.4 8.9 8.9 46.7 4.4

女性 N=56 8.9 23.2 5.4 5.4 48.2 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 50.0 - 50.0 -

年齢クロス
わからない・

知らない
不明・無回答合計 そう思う

どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
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■保育所・幼稚園・小学校・中学校において子どもの健康管理ができている 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 6.0 25.7 6.6 4.8 55.1 1.8

女性 327 5.5 30.0 7.0 3.7 50.8 3.1

15～19歳 男性 N=6 16.7 50.0 33.3 - - -

女性 N=12 16.7 33.3 8.3 8.3 33.3 -

20～29歳 男性 N=8 12.5 25.0 12.5 - 37.5 12.5

女性 N=29 6.9 10.3 17.2 3.4 62.1 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 5.9 11.8 - 70.6 -

女性 N=43 7.0 23.3 4.7 4.7 60.5 -

40～49歳 男性 N=26 3.8 38.5 3.8 7.7 46.2 -

女性 N=58 5.2 41.4 8.6 3.4 41.4 -

50～59歳 男性 N=26 - 34.6 3.8 3.8 57.7 -

女性 N=55 1.8 29.1 9.1 5.5 49.1 5.5

60～69歳 男性 N=39 2.6 23.1 5.1 5.1 64.1 -

女性 N=72 4.2 30.6 4.2 4.2 54.2 2.8

70歳以上 男性 N=45 8.9 20.0 4.4 6.7 55.6 4.4

女性 N=56 7.1 32.1 3.6 - 48.2 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 - - 50.0 -

年齢クロス 合計 そう思う
どちらかとい

えばそう思う

どちらかとい

えばそう思わ

ない

そう思わない
わからない・

知らない
不明・無回答
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[２] 問 12 学校教育の中で力を入れて行う必要がある教育施策や教育事業   

（単数回答） 

 

 30 歳代、40 歳代の子育て世代の[必要である]という回答結果を中心に、男女の割合が 10 ポ

イント以上差のあった項目をみると、『授業によってクラスを分割し、複数の教員で指導を行う』

では、40 歳代の女性が 46.6％であるのに対し、男性は 57.7％と男性の割合が上回っています。 

 『放課後や土曜日、夏休みなどに補習授業を行う』では、30 歳代の男性が 35.3％であるのに

対し、女性は 55.9％と女性の割合が約 20 ポイント上回っています。 

 『コンピュータを活用した授業の推進を図る』では、30 歳代は女性に比べて男性の割合が高

く、40 歳代になると男性に比べて女性の割合が高くなっています。 

 『外国人を活用した英語教育を推進する』では、40 歳代の男性が 50.0％であるのに対し、女

性は 74.1％と女性の割合が 20 ポイント以上上回っています。 

 『小学校と中学校の指導の一貫性を図る』では、30 歳代は女性に比べて男性の割合が高く、

40 歳代になると男性に比べて女性の割合が高くなっています。 

 『豊かな心を育む道徳教育の充実を図る』では、30 歳代の女性が 72.1％であるのに対し、男

性は 94.2％と男性の割合が 20 ポイント以上上回っています。 

 

 

■1 クラス当りの子どもの数を少なくする 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 16.2 35.3 29.3 10.2 6.6 2.4

女性 327 22.3 34.6 19.6 8.0 9.8 5.8

15～19歳 男性 N=6 33.3 - 16.7 33.3 - 16.7

女性 N=12 33.3 33.3 16.7 - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 25.0 12.5 37.5 - -

女性 N=29 24.1 24.1 34.5 13.8 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 11.8 35.3 35.3 5.9 5.9 5.9

女性 N=43 23.3 18.6 25.6 18.6 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 23.1 34.6 19.2 11.5 11.5 -

女性 N=58 12.1 39.7 25.9 5.2 10.3 6.9

50～59歳 男性 N=26 19.2 46.2 15.4 11.5 3.8 3.8

女性 N=55 23.6 47.3 10.9 7.3 9.1 1.8

60～69歳 男性 N=39 7.7 23.1 53.8 5.1 7.7 2.6

女性 N=72 23.6 38.9 15.3 6.9 6.9 8.3

70歳以上 男性 N=45 15.6 46.7 24.4 6.7 6.7 -

女性 N=56 25.0 28.6 16.1 3.6 16.1 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答



 71

■授業によってクラスを分割し、複数の教員で指導を行う 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ボランティアの協力による、わかりやすい授業を増やす 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 15.6 34.1 31.1 7.8 9.0 2.4

女性 327 18.7 38.8 18.3 6.4 11.3 6.4

15～19歳 男性 N=6 33.3 - 33.3 16.7 - 16.7

女性 N=12 50.0 41.7 - - - 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 25.0 37.5 12.5 - -

女性 N=29 20.7 41.4 17.2 17.2 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 17.6 23.5 35.3 11.8 5.9 5.9

女性 N=43 20.9 37.2 18.6 11.6 9.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 23.1 34.6 19.2 7.7 15.4 -

女性 N=58 12.1 34.5 27.6 6.9 13.8 5.2

50～59歳 男性 N=26 19.2 50.0 15.4 7.7 3.8 3.8

女性 N=55 25.5 38.2 20.0 3.6 9.1 3.6

60～69歳 男性 N=39 10.3 41.0 35.9 7.7 5.1 -

女性 N=72 13.9 40.3 18.1 5.6 11.1 11.1

70歳以上 男性 N=45 8.9 28.9 40.0 4.4 15.6 2.2

女性 N=56 16.1 39.3 12.5 1.8 19.6 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 100.0 - - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない

合計 男性 167 16.2 40.1 22.2 9.6 9.6 2.4

女性 327 17.1 44.6 14.7 4.6 11.3 7.6

15～19歳 男性 N=6 50.0 16.7 16.7 - - 16.7

女性 N=12 25.0 50.0 - - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 12.5 12.5 37.5 - -

女性 N=29 31.0 41.4 10.3 10.3 6.9 -

30～39歳 男性 N=17 17.6 41.2 23.5 5.9 5.9 5.9

女性 N=43 20.9 37.2 16.3 11.6 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 23.1 46.2 11.5 7.7 11.5 -

女性 N=58 17.2 43.1 19.0 6.9 6.9 6.9

50～59歳 男性 N=26 15.4 46.2 23.1 3.8 7.7 3.8

女性 N=55 16.4 60.0 14.5 - 5.5 3.6

60～69歳 男性 N=39 15.4 30.8 33.3 10.3 7.7 2.6

女性 N=72 16.7 36.1 19.4 4.2 11.1 12.5

70歳以上 男性 N=45 4.4 48.9 20.0 11.1 15.6 -

女性 N=56 7.1 46.4 8.9 - 23.2 14.3

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 100.0 - - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない
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■教職員の資質向上を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業時間数やテストの回数を増やす 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 63.5 26.3 1.8 1.8 5.4 1.2

女性 327 62.1 24.5 2.8 0.6 4.9 5.2

15～19歳 男性 N=6 50.0 16.7 - 16.7 - 16.7

女性 N=12 50.0 8.3 16.7 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 50.0 25.0 12.5 12.5 - -

女性 N=29 62.1 31.0 3.4 3.4 - -

30～39歳 男性 N=17 58.8 29.4 5.9 - 5.9 -

女性 N=43 60.5 25.6 2.3 - 9.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 76.9 19.2 - - 3.8 -

女性 N=58 62.1 29.3 1.7 - 1.7 5.2

50～59歳 男性 N=26 61.5 30.8 - - 3.8 3.8

女性 N=55 50.9 38.2 5.5 - 3.6 1.8

60～69歳 男性 N=39 59.0 30.8 2.6 2.6 5.1 -

女性 N=72 63.9 19.4 1.4 1.4 4.2 9.7

70歳以上 男性 N=45 66.7 24.4 - - 8.9 -

女性 N=56 73.2 12.5 - - 7.1 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 100.0 - - - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない

合計 男性 167 10.8 32.9 36.5 6.6 10.2 3.0

女性 327 10.1 34.9 26.9 8.0 15.0 5.2

15～19歳 男性 N=6 - 16.7 - 50.0 16.7 16.7

女性 N=12 33.3 8.3 33.3 8.3 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 - 50.0 37.5 12.5 - -

女性 N=29 3.4 27.6 37.9 17.2 13.8 -

30～39歳 男性 N=17 23.5 23.5 35.3 - 11.8 5.9

女性 N=43 16.3 25.6 34.9 9.3 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 15.4 34.6 30.8 11.5 7.7 -

女性 N=58 8.6 37.9 32.8 3.4 13.8 3.4

50～59歳 男性 N=26 3.8 30.8 42.3 3.8 15.4 3.8

女性 N=55 12.7 29.1 25.5 10.9 20.0 1.8

60～69歳 男性 N=39 10.3 38.5 38.5 2.6 7.7 2.6

女性 N=72 8.3 37.5 19.4 6.9 16.7 11.1

70歳以上 男性 N=45 11.1 31.1 40.0 4.4 11.1 2.2

女性 N=56 5.4 48.2 19.6 5.4 14.3 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 100.0 - - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない
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■子どもの学習意欲が高まる授業づくりを工夫する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■体験的な活動（実験、観察、見学、実習など）を増やす 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 53.9 35.3 3.6 0.6 3.6 3.0

女性 327 61.2 29.1 1.8 0.6 2.8 4.6

15～19歳 男性 N=6 83.3 - - - - 16.7

女性 N=12 58.3 25.0 - - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 75.0 12.5 12.5 - - -

女性 N=29 69.0 24.1 - 3.4 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 58.8 29.4 11.8 - - -

女性 N=43 41.9 46.5 7.0 - 2.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 57.7 26.9 3.8 3.8 3.8 3.8

女性 N=58 62.1 27.6 1.7 1.7 3.4 3.4

50～59歳 男性 N=26 46.2 46.2 - - 3.8 3.8

女性 N=55 61.8 30.9 3.6 - 1.8 1.8

60～69歳 男性 N=39 48.7 41.0 5.1 - 2.6 2.6

女性 N=72 62.5 25.0 - - 4.2 8.3

70歳以上 男性 N=45 51.1 40.0 - - 6.7 2.2

女性 N=56 67.9 25.0 - - - 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 100.0 - - - - -

わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない年齢クロス

合計 男性 167 35.3 47.9 7.2 1.2 4.8 3.6

女性 327 37.0 45.0 6.4 1.2 5.2 5.2

15～19歳 男性 N=6 50.0 16.7 - 16.7 - 16.7

女性 N=12 66.7 8.3 8.3 - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 62.5 25.0 12.5 - - -

女性 N=29 51.7 34.5 6.9 3.4 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 58.8 23.5 11.8 - - 5.9

女性 N=43 32.6 46.5 11.6 2.3 4.7 2.3

40～49歳 男性 N=26 46.2 38.5 - 3.8 11.5 -

女性 N=58 36.2 44.8 10.3 1.7 1.7 5.2

50～59歳 男性 N=26 30.8 57.7 3.8 - 3.8 3.8

女性 N=55 38.2 49.1 7.3 1.8 1.8 1.8

60～69歳 男性 N=39 25.6 51.3 15.4 - 2.6 5.1

女性 N=72 31.9 50.0 4.2 - 5.6 8.3

70歳以上 男性 N=45 24.4 62.2 4.4 - 6.7 2.2

女性 N=56 30.4 48.2 - - 12.5 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 100.0 - - - - -

年齢クロス 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない
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■放課後や土曜日、夏休みなどに補習授業を行う 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校図書館の充実と読書活動の推進を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 16.8 34.7 29.9 12.6 4.8 1.2

女性 327 18.7 34.6 21.7 7.6 11.3 6.1

15～19歳 男性 N=6 - 33.3 - 50.0 - 16.7

女性 N=12 33.3 8.3 33.3 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 12.5 62.5 25.0 - - -

女性 N=29 13.8 37.9 20.7 20.7 6.9 -

30～39歳 男性 N=17 23.5 11.8 41.2 17.6 5.9 -

女性 N=43 23.3 32.6 20.9 11.6 9.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 19.2 30.8 42.3 3.8 3.8 -

女性 N=58 19.0 34.5 19.0 10.3 12.1 5.2

50～59歳 男性 N=26 19.2 26.9 38.5 7.7 3.8 3.8

女性 N=55 14.5 43.6 29.1 5.5 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 15.4 33.3 25.6 17.9 7.7 -

女性 N=72 18.1 34.7 22.2 2.8 11.1 11.1

70歳以上 男性 N=45 15.6 46.7 22.2 11.1 4.4 -

女性 N=56 17.9 30.4 16.1 5.4 19.6 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答

合計 男性 167 26.3 50.3 13.2 1.8 5.4 3.0

女性 327 27.8 49.8 9.8 0.9 6.7 4.9

15～19歳 男性 N=6 - 50.0 - 33.3 - 16.7

女性 N=12 25.0 25.0 25.0 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 75.0 12.5 12.5 - - -

女性 N=29 31.0 44.8 17.2 3.4 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 52.9 35.3 5.9 - - 5.9

女性 N=43 41.9 30.2 20.9 - 4.7 2.3

40～49歳 男性 N=26 30.8 38.5 23.1 - 7.7 -

女性 N=58 32.8 44.8 6.9 - 10.3 5.2

50～59歳 男性 N=26 15.4 65.4 11.5 - 3.8 3.8

女性 N=55 16.4 67.3 9.1 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 15.4 59.0 10.3 2.6 10.3 2.6

女性 N=72 20.8 56.9 5.6 2.8 5.6 8.3

70歳以上 男性 N=45 24.4 53.3 15.6 - 4.4 2.2

女性 N=56 30.4 51.8 3.6 - 7.1 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない
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■コンピュータを活用した授業の推進を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■外国人を活用した英語教育を推進する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 19.2 51.5 17.4 4.2 6.0 1.8

女性 327 19.9 50.2 15.3 2.4 7.3 4.9

15～19歳 男性 N=6 - 33.3 16.7 33.3 - 16.7

女性 N=12 25.0 41.7 8.3 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 50.0 12.5 - - -

女性 N=29 27.6 37.9 20.7 10.3 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 23.5 52.9 5.9 11.8 - 5.9

女性 N=43 25.6 39.5 16.3 4.7 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 15.4 42.3 23.1 3.8 15.4 -

女性 N=58 15.5 55.2 19.0 - 5.2 5.2

50～59歳 男性 N=26 11.5 53.8 26.9 - 3.8 3.8

女性 N=55 10.9 63.6 20.0 - 3.6 1.8

60～69歳 男性 N=39 17.9 59.0 17.9 - 5.1 -

女性 N=72 26.4 48.6 8.3 2.8 5.6 8.3

70歳以上 男性 N=45 24.4 51.1 13.3 4.4 6.7 -

女性 N=56 14.3 50.0 14.3 1.8 12.5 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答

合計 男性 167 33.5 35.9 19.2 3.0 5.4 3.0

女性 327 33.9 41.6 8.9 2.8 8.0 4.9

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 - 16.7 - 16.7

女性 N=12 33.3 33.3 16.7 8.3 - 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 62.5 12.5 - - -

女性 N=29 31.0 37.9 17.2 10.3 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 35.3 41.2 17.6 - - 5.9

女性 N=43 41.9 37.2 9.3 2.3 7.0 2.3

40～49歳 男性 N=26 42.3 7.7 38.5 3.8 7.7 -

女性 N=58 29.3 44.8 13.8 - 6.9 5.2

50～59歳 男性 N=26 30.8 38.5 19.2 - 3.8 7.7

女性 N=55 38.2 40.0 9.1 1.8 9.1 1.8

60～69歳 男性 N=39 33.3 51.3 10.3 - 5.1 -

女性 N=72 29.2 45.8 2.8 2.8 9.7 9.7

70歳以上 男性 N=45 31.1 31.1 20.0 6.7 8.9 2.2

女性 N=56 35.7 41.1 5.4 1.8 10.7 5.4

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない
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■小学校と中学校の指導の一貫性を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■豊かな心をはぐくむ道徳教育の充実を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 19.8 34.1 18.0 7.8 17.4 3.0

女性 327 25.4 30.6 15.6 4.9 18 5.5

15～19歳 男性 N=6 50.0 16.7 - - 16.7 16.7

女性 N=12 41.7 25 8.3 8.3 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 12.5 12.5 25.0 25.0 25.0 -

女性 N=29 34.5 20.7 20.7 10.3 13.8 -

30～39歳 男性 N=17 29.4 23.5 5.9 11.8 23.5 5.9

女性 N=43 11.6 18.6 34.9 9.3 23.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 15.4 26.9 34.6 11.5 11.5 -

女性 N=58 22.4 32.8 13.8 3.4 22.4 5.2

50～59歳 男性 N=26 11.5 46.2 23.1 3.8 11.5 3.8

女性 N=55 16.4 41.8 14.5 3.6 21.8 1.8

60～69歳 男性 N=39 25.6 25.6 20.5 5.1 20.5 2.6

女性 N=72 29.2 33.3 11.1 4.2 13.9 8.3

70歳以上 男性 N=45 15.6 48.9 8.9 6.7 17.8 2.2

女性 N=56 35.7 28.6 7.1 1.8 16.1 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50 50 - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答

合計 男性 167 41.9 46.7 4.8 1.2 4.2 1.2

女性 327 41.0 38.5 6.1 2.4 6.1 5.8

15～19歳 男性 N=6 50.0 33.3 - - - 16.7

女性 N=12 33.3 25.0 16.7 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 62.5 - - - -

女性 N=29 34.5 55.2 3.4 - 6.9 -

30～39歳 男性 N=17 47.1 47.1 5.9 - - -

女性 N=43 46.5 25.6 16.3 4.7 4.7 2.3

40～49歳 男性 N=26 42.3 42.3 3.8 - 11.5 -

女性 N=58 36.2 37.9 8.6 3.4 8.6 5.2

50～59歳 男性 N=26 30.8 57.7 - 3.8 3.8 3.8

女性 N=55 27.3 54.5 1.8 5.5 9.1 1.8

60～69歳 男性 N=39 43.6 35.9 15.4 2.6 2.6 -

女性 N=72 45.8 31.9 4.2 1.4 5.6 11.1

70歳以上 男性 N=45 44.4 51.1 - - 4.4 -

女性 N=56 55.4 35.7 - - - 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 50.0 - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答
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■いじめや不登校に対する生徒指導の充実を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■悩みがある場合、専門家に気軽に相談できる体制をつくる 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 57.5 31.7 5.4 - 4.2 1.2

女性 327 54.7 31.2 3.7 0.6 4 5.8

15～19歳 男性 N=6 83.3 - - - - 16.7

女性 N=12 50 33.3 - - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 62.5 25.0 12.5 - - -

女性 N=29 48.3 41.4 3.4 6.9 - -

30～39歳 男性 N=17 64.7 23.5 11.8 - - -

女性 N=43 58.1 27.9 9.3 - 2.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 65.4 26.9 - - 7.7 -

女性 N=58 48.3 37.9 5.2 - 3.4 5.2

50～59歳 男性 N=26 50.0 30.8 11.5 - 3.8 3.8

女性 N=55 50.9 40 1.8 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 43.6 43.6 5.1 - 7.7 -

女性 N=72 56.9 23.6 1.4 - 6.9 11.1

70歳以上 男性 N=45 62.2 33.3 2.2 - 2.2 -

女性 N=56 66.1 21.4 1.8 - 1.8 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50 50 - - -

年齢クロス

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

合計 男性 167 41.9 43.1 6.6 1.8 5.4 1.2

女性 327 44.3 40.1 4.3 0.3 6.1 4.9

15～19歳 男性 N=6 66.7 16.7 - - - 16.7

女性 N=12 41.7 33.3 - - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 62.5 12.5 - - -

女性 N=29 44.8 41.4 10.3 - 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 64.7 29.4 5.9 - - -

女性 N=43 48.8 37.2 7.0 - 4.7 2.3

40～49歳 男性 N=26 42.3 42.3 3.8 3.8 7.7 -

女性 N=58 39.7 48.3 5.2 - 1.7 5.2

50～59歳 男性 N=26 42.3 38.5 7.7 - 7.7 3.8

女性 N=55 38.2 52.7 1.8 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 41.0 43.6 7.7 2.6 5.1 -

女性 N=72 51.4 30.6 1.4 1.4 6.9 8.3

70歳以上 男性 N=45 33.3 51.1 6.7 2.2 6.7 -

女性 N=56 44.6 33.9 3.6 - 10.7 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 50.0 50.0 - - -

年齢クロス 必要でない合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

わからない 不明・無回答
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■進路指導の充実を図り、キャリア教育を推進する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子どもと教師がじっくり向き合う時間を確保する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 19.8 41.3 19.8 6.6 9.6 3.0

女性 327 22.6 44.6 13.8 1.8 11.0 6.1

15～19歳 男性 N=6 66.7 16.7 - - - 16.7

女性 N=12 33.3 41.7 - - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 37.5 - 25.0 - -

女性 N=29 27.6 55.2 10.3 3.4 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 35.3 41.2 11.8 - 11.8 -

女性 N=43 25.6 46.5 16.3 - 9.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 15.4 34.6 23.1 15.4 11.5 -

女性 N=58 25.9 43.1 15.5 1.7 8.6 5.2

50～59歳 男性 N=26 11.5 34.6 38.5 - 7.7 7.7

女性 N=55 10.9 52.7 12.7 1.8 20.0 1.8

60～69歳 男性 N=39 15.4 48.7 17.9 7.7 10.3 -

女性 N=72 25.0 37.5 15.3 2.8 8.3 11.1

70歳以上 男性 N=45 15.6 46.7 17.8 4.4 11.1 4.4

女性 N=56 19.6 41.1 14.3 1.8 12.5 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答

合計 男性 167 33.5 46.7 9.0 1.8 7.2 1.8

女性 327 40.1 42.5 5.8 0.9 4.9 5.8

15～19歳 男性 N=6 66.7 16.7 - - - 16.7

女性 N=12 50.0 33.3 8.3 - - 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 12.5 37.5 - 12.5 -

女性 N=29 34.5 58.6 3.4 - 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 41.2 58.8 - - - -

女性 N=43 41.9 41.9 7.0 4.7 2.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 26.9 50.0 7.7 3.8 11.5 -

女性 N=58 37.9 46.6 6.9 - 5.2 3.4

50～59歳 男性 N=26 30.8 46.2 - 3.8 15.4 3.8

女性 N=55 30.9 47.3 10.9 - 9.1 1.8

60～69歳 男性 N=39 41.0 38.5 15.4 2.6 2.6 -

女性 N=72 43.1 38.9 2.8 1.4 4.2 9.7

70歳以上 男性 N=45 24.4 57.8 8.9 - 6.7 2.2

女性 N=56 48.2 30.4 3.6 - 5.4 12.5

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 100.0 - - - -

年齢クロス 不明・無回答必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない合計 わからない
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■ボランティア活動や地域行事への参加の機会を増やす 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障がいのある子とない子が共に学び、共に育つ教育の充実を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 23.4 55.1 9.6 3.0 7.2 1.8

女性 327 20.8 49.2 11.3 2.1 10.1 6.4

15～19歳 男性 N=6 33.3 16.7 16.7 16.7 - 16.7

女性 N=12 25.0 41.7 16.7 - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 50.0 37.5 12.5 - - -

女性 N=29 31.0 41.4 17.2 3.4 6.9 -

30～39歳 男性 N=17 52.9 29.4 5.9 5.9 5.9 -

女性 N=43 27.9 39.5 16.3 4.7 9.3 2.3

40～49歳 男性 N=26 30.8 50.0 11.5 - 7.7 -

女性 N=58 25.9 48.3 13.8 - 5.2 6.9

50～59歳 男性 N=26 7.7 73.1 11.5 - 3.8 3.8

女性 N=55 14.5 67.3 10.9 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 17.9 59.0 7.7 2.6 12.8 -

女性 N=72 15.3 54.2 4.2 2.8 12.5 11.1

70歳以上 男性 N=45 15.6 62.2 8.9 4.4 6.7 2.2

女性 N=56 16.1 39.3 10.7 3.6 19.6 10.7

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答

合計 男性 167 31.1 48.5 6.6 1.8 10.8 1.2

女性 327 33.3 45.6 5.2 3.1 8.0 4.9

15～19歳 男性 N=6 16.7 33.3 - 16.7 16.7 16.7

女性 N=12 50.0 16.7 - 16.7 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 37.5 12.5 12.5 12.5 -

女性 N=29 34.5 41.4 10.3 10.3 3.4 -

30～39歳 男性 N=17 47.1 41.2 11.8 - - -

女性 N=43 39.5 37.2 7.0 2.3 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 46.2 34.6 3.8 - 15.4 -

女性 N=58 27.6 53.4 8.6 - 5.2 5.2

50～59歳 男性 N=26 34.6 53.8 - - 7.7 3.8

女性 N=55 34.5 40.0 5.5 5.5 12.7 1.8

60～69歳 男性 N=39 28.2 51.3 10.3 - 10.3 -

女性 N=72 33.3 48.6 1.4 1.4 5.6 9.7

70歳以上 男性 N=45 20.0 57.8 6.7 2.2 13.3 -

女性 N=56 28.6 55.4 1.8 - 8.9 5.4

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 - 50.0 - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答
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■互いに認め合い、高め合える仲間づくりを行う 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日常的な体力づくりの取組みを推進する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 40.1 45.5 4.2 2.4 6.0 1.8

女性 327 47.4 39.4 3.4 1.2 3.4 5.2

15～19歳 男性 N=6 66.7 - - 16.7 - 16.7

女性 N=12 50.0 41.7 - - - 8.3

20～29歳 男性 N=8 37.5 50.0 - - 12.5 -

女性 N=29 55.2 34.5 3.4 6.9 - -

30～39歳 男性 N=17 58.8 35.3 5.9 - - -

女性 N=43 58.1 30.2 2.3 2.3 4.7 2.3

40～49歳 男性 N=26 42.3 42.3 7.7 3.8 3.8 -

女性 N=58 41.4 50.0 5.2 - - 3.4

50～59歳 男性 N=26 42.3 46.2 - - 7.7 3.8

女性 N=55 47.3 36.4 7.3 1.8 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 30.8 59.0 2.6 2.6 5.1 -

女性 N=72 48.6 33.3 2.8 - 5.6 9.7

70歳以上 男性 N=45 35.6 44.4 6.7 2.2 8.9 2.2

女性 N=56 39.3 48.2 - - 3.6 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 必要でない わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

合計 男性 167 27.5 55.7 6.6 2.4 6.6 1.2

女性 327 33.9 46.8 9.2 - 4.6 5.5

15～19歳 男性 N=6 33.3 33.3 - 16.7 - 16.7

女性 N=12 25.0 50.0 8.3 - 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 62.5 25.0 - - 12.5 -

女性 N=29 44.8 41.4 13.8 - - -

30～39歳 男性 N=17 41.2 47.1 11.8 - - -

女性 N=43 46.5 39.5 4.7 - 7.0 2.3

40～49歳 男性 N=26 23.1 57.7 3.8 - 15.4 -

女性 N=58 39.7 46.6 10.3 - - 3.4

50～59歳 男性 N=26 19.2 65.4 11.5 - - 3.8

女性 N=55 23.6 56.4 12.7 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 23.1 59.0 7.7 - 10.3 -

女性 N=72 31.9 43.1 9.7 - 6.9 8.3

70歳以上 男性 N=45 26.7 57.8 4.4 6.7 4.4 -

女性 N=56 26.8 50.0 5.4 - 5.4 12.5

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - - - -

年齢クロス 合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答
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■マラソンや登山など体育行事の充実を図る 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■防災教育や防犯教育の充実を図り、安心安全な学校づくりを推進する 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 18.6 50.9 18.6 4.2 6.6 1.2

女性 327 14.7 50.5 17.1 3.7 9.5 4.6

15～19歳 男性 N=6 16.7 16.7 16.7 33.3 - 16.7

女性 N=12 8.3 41.7 16.7 16.7 8.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 62.5 12.5 12.5 - 12.5 -

女性 N=29 27.6 41.4 24.1 - 6.9 -

30～39歳 男性 N=17 35.3 47.1 17.6 - - -

女性 N=43 23.3 41.9 16.3 4.7 11.6 2.3

40～49歳 男性 N=26 19.2 42.3 26.9 - 11.5 -

女性 N=58 15.5 53.4 19.0 3.4 3.4 5.2

50～59歳 男性 N=26 11.5 65.4 19.2 - - 3.8

女性 N=55 5.5 63.6 18.2 1.8 9.1 1.8

60～69歳 男性 N=39 7.7 59.0 15.4 5.1 12.8 -

女性 N=72 9.7 48.6 16.7 6.9 9.7 8.3

70歳以上 男性 N=45 17.8 53.3 17.8 6.7 4.4 -

女性 N=56 17.9 48.2 12.5 - 16.1 5.4

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - 100.0 - - - -

年齢クロス 必要でない わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

合計 男性 167 29.3 56.9 7.2 1.2 4.2 1.2

女性 327 41.3 45.3 3.7 0.9 4.0 4.9

15～19歳 男性 N=6 50.0 33.3 - - - 16.7

女性 N=12 25.0 41.7 8.3 - 16.7 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 62.5 12.5 - - -

女性 N=29 62.1 37.9 - - - -

30～39歳 男性 N=17 35.3 52.9 5.9 5.9 - -

女性 N=43 48.8 34.9 7.0 - 7.0 2.3

40～49歳 男性 N=26 30.8 57.7 7.7 - 3.8 -

女性 N=58 41.4 50.0 3.4 1.7 - 3.4

50～59歳 男性 N=26 15.4 73.1 3.8 - 3.8 3.8

女性 N=55 25.5 65.5 1.8 - 5.5 1.8

60～69歳 男性 N=39 35.9 48.7 10.3 - 5.1 -

女性 N=72 40.3 38.9 2.8 2.8 5.6 9.7

70歳以上 男性 N=45 26.7 57.8 6.7 2.2 6.7 -

女性 N=56 44.6 42.9 3.6 - 1.8 7.1

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 50.0 - 50.0 - - -

年齢クロス わからない 不明・無回答合計 必要である

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない
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■二学期制による教育活動を行う 

 

単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

合計 男性 167 8.4 19.2 25.1 11.4 34.1 1.8

女性 327 6.7 18.0 16.8 9.5 43.4 5.5

15～19歳 男性 N=6 - - 50.0 - 33.3 16.7

女性 N=12 16.7 25.0 8.3 8.3 33.3 8.3

20～29歳 男性 N=8 25.0 - 25.0 12.5 37.5 -

女性 N=29 6.9 27.6 20.7 13.8 31.0 -

30～39歳 男性 N=17 17.6 23.5 29.4 5.9 23.5 -

女性 N=43 11.6 11.6 16.3 14.0 44.2 2.3

40～49歳 男性 N=26 3.8 15.4 15.4 34.6 30.8 -

女性 N=58 5.2 20.7 24.1 10.3 34.5 5.2

50～59歳 男性 N=26 7.7 3.8 38.5 7.7 38.5 3.8

女性 N=55 7.3 9.1 18.2 12.7 50.9 1.8

60～69歳 男性 N=39 5.1 20.5 23.1 7.7 43.6 -

女性 N=72 4.2 20.8 13.9 6.9 44.4 9.7

70歳以上 男性 N=45 8.9 33.3 20.0 6.7 28.9 2.2

女性 N=56 5.4 19.6 8.9 3.6 53.6 8.9

不明・無回答 男性 - - - - - - -

女性 N=2 - - 100.0 - - -

年齢クロス

どちらかとい

えば必要で

ある

どちらかとい

えば必要で

ない

必要でない わからない 不明・無回答合計 必要である
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[３] 問 13 いじめについて、特に大切だと考えることは何ですか（複数回答） 

いじめについて、特に大切だと考えることは、30 歳代の男性は「学校全体で、日頃から子どもたちの様子を注意深く観察する」が 58.8％と特に高くなってい

ます。女性は、この回答とともに「保護者が自分の子どもに対して、いじめをしてはいけないことをしっかりと教える」が同率で高くなっています。 

また、40 歳代の男性は「保護者が自分の子どもに対して、いじめをしてはいけないことをしっかりと教える」が最も高くなっていますが、女性は「学校全体で、

日頃から子どもたちの様子を注意深く観察する」が最も高くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 35.9 38.3 19.8 13.2 16.8 9.6 42.5 13.2 31.7 7.2 14.4 10.2 12.0 10.8 3.0 3.0

女性 327 31.5 34.9 16.2 18.0 15.0 12.5 40.4 13.5 36.7 6.7 9.5 14.1 8.0 8.9 4.6 4.6

15～19歳 男性 N=6 16.7 33.3 16.7 16.7 33.3 - 16.7 - 33.3 - - 16.7 16.7 16.7 16.7 -

女性 N=12 25.0 41.7 8.3 16.7 25.0 8.3 25.0 8.3 16.7 - 25.0 25.0 16.7 16.7 - -

20～29歳 男性 N=8 - 12.5 25.0 - 12.5 - 50.0 12.5 25.0 - 25.0 12.5 25.0 25.0 12.5 12.5

女性 N=29 13.8 31.0 31.0 10.3 13.8 10.3 41.4 13.8 27.6 3.4 13.8 10.3 13.8 10.3 20.7 3.4

30～39歳 男性 N=17 23.5 58.8 35.3 5.9 29.4 17.6 35.3 5.9 29.4 5.9 5.9 - 17.6 11.8 11.8 -

女性 N=43 23.3 39.5 23.3 11.6 16.3 14.0 39.5 14.0 27.9 11.6 7.0 14.0 11.6 11.6 2.3 4.7

40～49歳 男性 N=26 23.1 30.8 15.4 23.1 7.7 7.7 42.3 23.1 11.5 15.4 11.5 19.2 30.8 19.2 - -

女性 N=58 25.9 37.9 10.3 20.7 15.5 15.5 34.5 15.5 29.3 10.3 10.3 13.8 5.2 12.1 3.4 8.6

50～59歳 男性 N=26 34.6 19.2 34.6 3.8 26.9 15.4 38.5 11.5 38.5 3.8 11.5 - 3.8 7.7 3.8 11.5

女性 N=55 34.5 38.2 12.7 25.5 10.9 10.9 34.5 7.3 38.2 12.7 10.9 5.5 9.1 7.3 7.3 5.5

60～69歳 男性 N=39 43.6 35.9 23.1 17.9 15.4 15.4 53.8 7.7 38.5 5.1 7.7 10.3 10.3 10.3 - -

女性 N=72 34.7 27.8 20.8 19.4 19.4 13.9 41.7 11.1 47.2 4.2 5.6 16.7 5.6 5.6 1.4 2.8

70歳以上 男性 N=45 51.1 53.3 4.4 13.3 11.1 2.2 40.0 17.8 35.6 8.9 26.7 13.3 2.2 4.4 - 2.2

女性 N=56 46.4 33.9 8.9 14.3 10.7 10.7 53.6 21.4 46.4 - 8.9 19.6 3.6 5.4 1.8 3.6

不明・無回答 男性 - - - - - - - - - - - - - - - - -

女性 N=2 50.0 50.0 - 50.0 - - 50.0 - - - - - 50.0 50.0 - -

専門家に気

軽に相談で

きる体制をつ

くる

学校以外の

相談窓口を

子どもや保

護者に知ら

せる

保護者が自

分の子ども

に対して、い

じめをしては

いけないこと

をしっかりと

教える

その他 不明・無回答

「いじめられ

ている子ど

も」や「いじめ

ている子ど

も」の保護者

が、学校と連

携する

保護者が、

子どもとの日

常会話を大

切にし、いじ

めがないか

把握する

インターネッ

トを通じて行

われるいじめ

を防止した

り、対処する

ために、保護

者が積極的

に協力する

周囲の子ど

もが、いじめ

をしている子

どもを注意し

たり、助けた

りする

いじめに気づ

いた子ども

は、大人に相

談する

いじめをした

子どもを厳し

く罰する

どのような方

法でもいじめ

を減らした

り、解決した

りすることは

難しい

合計

学校で、いじ

めをしてはい

けないことを

しっかり教え

る

学校全体で、

日頃から子

どもたちの様

子を注意深く

観察する

学校で、子ど

もたちが自分

たちで防止で

きるような委

員会をつくっ

たり、話し合

う場を作った

りする

学校で、いじ

めの体験談

などを聞く機

会をつくり、

身近な問題

と捉えさせる

指導をする

年齢クロス
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[４] 問 14「家庭の教育力」をより高めていくために、どのような取組みが必要だと思いますか（複数回答） 

「家庭の教育力」をより高めていくために必要な取組みについては、30 歳代の男性は「保護者の就労時間を短縮するなど、企業が協力して親子のふれあいの機

会を増やす」が 47.1％と最も高く、女性は「保護者がしつけや教育について相談できる場所をつくる」が 51.2％と最も高くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 11.4 46.1 24.6 38.9 43.7 35.9 18.0 13.2 14.4 3.0 3.6 3.0

女性 327 8.9 41.0 17.7 45.3 37.6 37.3 16.2 12.2 10.7 4.9 5.5 4.6

15～19歳 男性 N=6 - 33.3 16.7 16.7 33.3 33.3 33.3 - - - 16.7 -

女性 N=12 - 58.3 - 58.3 25.0 75.0 8.3 25.0 - - - -

20～29歳 男性 N=8 - 37.5 12.5 12.5 75.0 - - 37.5 12.5 12.5 - 12.5

女性 N=29 6.9 20.7 27.6 55.2 44.8 41.4 24.1 6.9 3.4 13.8 6.9 3.4

30～39歳 男性 N=17 17.6 23.5 35.3 41.2 41.2 29.4 47.1 11.8 - 5.9 11.8 -

女性 N=43 9.3 39.5 14.0 51.2 37.2 39.5 25.6 4.7 7.0 2.3 4.7 4.7

40～49歳 男性 N=26 11.5 34.6 19.2 38.5 42.3 34.6 30.8 19.2 3.8 - 3.8 -

女性 N=58 5.2 41.4 13.8 31.0 43.1 27.6 13.8 12.1 8.6 5.2 3.4 8.6

50～59歳 男性 N=26 3.8 38.5 23.1 38.5 34.6 34.6 19.2 15.4 15.4 3.8 - 11.5

女性 N=55 14.5 30.9 21.8 45.5 43.6 40.0 12.7 9.1 18.2 3.6 1.8 5.5

60～69歳 男性 N=39 10.3 69.2 20.5 46.2 53.8 38.5 7.7 10.3 17.9 2.6 2.6 -

女性 N=72 6.9 41.7 18.1 48.6 25.0 38.9 13.9 20.8 13.9 5.6 6.9 2.8

70歳以上 男性 N=45 17.8 48.9 31.1 40.0 37.8 44.4 8.9 8.9 24.4 2.2 2.2 2.2

女性 N=56 12.5 58.9 19.6 42.9 41.1 30.4 14.3 10.7 10.7 1.8 8.9 3.6

不明・無回答 男性 - - - - - - - - - - - - -

女性 N=2 - - - 50.0 50.0 50.0 50.0 - - 50.0 50.0 -

家族内の個

人主義を改
める

その他 わからない 不明・無回答合計

教育委員会

主催で「家庭

の教育力」を

より高める契
機となるよう

な講演会な

どを開催する

保護者が子

どもに対する

教育の方法
や心がまえ

を学ぶ

保護者同士

が教育につ

いて話し合え
る機会をつく

る

保護者がし

つけや教育

について相
談できる場所

をつくる

学校や塾な

ど外部の教

育機関に対

するしつけや

教育の依存
をやめる

子どもが、保

護者以外の

大人（祖父

母、近所の
人）とふれあ

う機会を増や

す

子どもが保

護者と一緒

に、様々な体
験ができる機

会を増やす

保護者の就
労時間を短

縮するなど、

企業が協力

して親子の

ふれあいの
機会を増や

す

年齢クロス
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[５] 問 15「地域の教育力」を高めていくために、どのような取組みが必要だと思いますか（複数回答） 

「地域の教育力」をより高めていくために必要な取組みについては、30 歳代の男性は「子ども同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができる機会をつく

る」が 64.7％と最も高く、女性は「地域の大人が、地域の子どもに関心を持ち、ほめたり、注意したりする」が 60.5％と最も高くなっています。 

また 40 歳代の男性は、「子ども同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができる機会をつくる」と「地域での活動や行事などを活発にする」が 57.7％と

同率で最も高くなっています。女性は「治安を良くし、子どもが自由に遊べるようにする」が 53.4％と最も高くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 11.4 19.8 59.3 44.9 29.9 44.9 34.1 1.2 2.4 3.6

女性 327 7.0 16.8 52.9 48.3 22.3 35.2 50.2 1.8 4.9 4.9

15～19歳 男性 N=6 - 16.7 50.0 66.7 16.7 - 16.7 - 16.7 -

女性 N=12 8.3 16.7 66.7 16.7 41.7 58.3 50.0 - - -

20～29歳 男性 N=8 - 12.5 50.0 37.5 37.5 25.0 25.0 12.5 12.5 12.5

女性 N=29 6.9 34.5 62.1 44.8 24.1 44.8 44.8 - - 3.4

30～39歳 男性 N=17 17.6 17.6 64.7 52.9 23.5 47.1 52.9 - - -

女性 N=43 4.7 16.3 46.5 60.5 20.9 48.8 46.5 - 2.3 4.7

40～49歳 男性 N=26 3.8 11.5 57.7 50.0 11.5 57.7 34.6 - 3.8 -

女性 N=58 5.2 22.4 46.6 46.6 8.6 17.2 53.4 1.7 6.9 8.6

50～59歳 男性 N=26 7.7 19.2 50.0 38.5 26.9 57.7 19.2 - - 11.5

女性 N=55 7.3 10.9 45.5 43.6 27.3 45.5 43.6 5.5 3.6 5.5

60～69歳 男性 N=39 15.4 25.6 61.5 41.0 30.8 48.7 38.5 2.6 - -

女性 N=72 11.1 16.7 63.9 44.4 23.6 29.2 52.8 1.4 6.9 2.8

70歳以上 男性 N=45 15.6 22.2 64.4 44.4 44.4 35.6 35.6 - 2.2 4.4

女性 N=56 5.4 8.9 48.2 58.9 26.8 30.4 55.4 - 7.1 5.4

不明・無回答 男性 - - - - - - - - - - -

女性 N=2 - - 100.0 50.0 - 50.0 50.0 50.0 - -

その他 わからない 不明・無回答合計

教育委員会
主催で、「地

域の教育力」

をより高める
契機となるよ

うな講演会な
どを開催する

地域に、子ど

もの模範とな
る大人を増

やす

子ども同士
が、地域で遊

んだり、ス
ポーツ活動

などができる
機会をつくる

年齢クロス

地域での活

動や行事な
どを活発に

する

治安を良く

し、子どもが
自由に遊べ

るようにする

地域の大人
が、地域の

子どもに関
心を持ち、ほ

めたり、注意
したりする

家族同士の

交流など、近
所づきあいを

活発にする
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 [６] 問 25 大阪狭山市の子どもが健やかに育まれるようにするために、市はどのようなことに力を入れるべきだと思いますか（複数回答） 

大阪狭山市の子どもが健やかに育まれるようにするために、市はどのようなことに力を入れるべきだと思うかについては、40 歳代の男性は「子育て家庭への支

援」が 42.3％と最も高く、女性は「子どもが様々な体験ができる機会づくり」が 39.7％と最も高くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 男性 167 31.1 13.8 34.7 14.4 13.2 27.5 16.8 23.4 19.8 21.6 16.2 3.6 15.0 9.0 2.4 3.0 1.2

女性 327 30.6 13.8 28.7 22.6 13.1 29.7 11.3 27.8 19.9 23.5 8.9 3.1 14.4 8.0 1.5 2.8 1.2

15～19歳 男性 N=6 - 33.3 50.0 33.3 - - 16.7 16.7 16.7 16.7 - - 16.7 - - 33.3 -

女性 N=12 33.3 - 25.0 25.0 8.3 33.3 33.3 25.0 16.7 25.0 16.7 - 16.7 - - 8.3 -

20～29歳 男性 N=8 75.0 - 12.5 - 12.5 37.5 37.5 - 25.0 - - 12.5 12.5 25.0 - 12.5 -

女性 N=29 10.3 6.9 37.9 17.2 20.7 27.6 17.2 44.8 24.1 24.1 10.3 - 6.9 6.9 - - -

30～39歳 男性 N=17 11.8 17.6 58.8 17.6 17.6 29.4 17.6 11.8 23.5 23.5 5.9 - 5.9 - 11.8 - -

女性 N=43 25.6 14.0 48.8 25.6 23.3 27.9 9.3 23.3 20.9 37.2 4.7 2.3 7.0 2.3 - 2.3 -

40～49歳 男性 N=26 26.9 11.5 42.3 7.7 7.7 34.6 23.1 26.9 23.1 19.2 15.4 7.7 11.5 7.7 3.8 3.8 -

女性 N=58 34.5 15.5 34.5 22.4 6.9 39.7 15.5 32.8 24.1 17.2 3.4 1.7 12.1 5.2 3.4 1.7 1.7

50～59歳 男性 N=26 34.6 7.7 30.8 7.7 7.7 23.1 19.2 11.5 15.4 23.1 30.8 3.8 15.4 7.7 - - 3.8

女性 N=55 29.1 12.7 27.3 18.2 14.5 38.2 5.5 23.6 12.7 29.1 9.1 1.8 14.5 7.3 3.6 - 1.8

60～69歳 男性 N=39 33.3 15.4 33.3 20.5 23.1 25.6 17.9 30.8 12.8 12.8 23.1 2.6 10.3 12.8 - 2.6 -

女性 N=72 34.7 12.5 23.6 31.9 8.3 26.4 8.3 25.0 15.3 22.2 11.1 2.8 18.1 12.5 - 4.2 1.4

70歳以上 男性 N=45 33.3 15.6 26.7 15.6 11.1 28.9 6.7 31.1 24.4 33.3 11.1 2.2 24.4 8.9 2.2 - 2.2

女性 N=56 35.7 21.4 12.5 16.1 14.3 17.9 7.1 25.0 26.8 12.5 12.5 8.9 21.4 12.5 1.8 5.4 1.8

不明・無回答 男性 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

女性 N=2 50.0 - - - - - 100.0 50.0 - 100.0 - - - - - - -

不明・無回答

青少年の健

全な育成に
関する事業

市の歴史や

文化を学ぶ
機会の増加

保育所・幼稚

園・小学校・
中学校の連

携強化によ
る、一体的な

指導

教育委員会
や学校の取

組みに関す
る積極的な

情報発信

その他 わからない

就学前教育・
保育を充実さ

せるための
施策

子どもが
様々な体験

ができる機会
づくり

子どものス

ポーツ活動

子どもの安
全を確保す

るための活
動

学校教育を

充実させるた
めの施策

放課後など
に子どもが

遊べる場所
づくり

年齢クロス 合計

家庭の教育
力を高めるた

めの大人へ
の教育

地域の教育

力を高めるた
めの活動

子育て家庭

への支援

子どもについ
ての悩みや

相談ごとへ
の対応
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３．子の有無別クロス集計 

 

 [１] 問 8 大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育における現在の取組みについて、

あなたはどのように感じますか（単数回答） 

 

 就学前教育・保育、学校教育における取組みの評価結果を子の有無別にみると、「そう思う」と「ど

ちらかといえばそう思う」を合算した[そう思う]は、就学前～高校生の子をもつ保護者の割合が 46.5％

と、全体の 38.4％を上回っています。 

 その他、具体的な取組みに対する[そう思う]と回答した割合の上位をみると、学校給食に関する取組

みが 62.6％と特に高く、次いで子どもの健康管理が 46.5％、小学校の教育内容や学校運営の取組みが

44.5％の順となっています。 

 

■大阪狭山市の就学前教育・保育、学校教育は充実している 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■幼稚園における教育・保育の環境が充実している 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 

■保育所における教育・保育の環境が充実している 

 
単位：% 

 
 
 
 
 

 

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 9.3 29.1 8.3 6.1 40.1 7.1

就学前～高校生の子 N=99 11.1 35.4 15.2 12.1 23.2 3.0

大学生の子 N=37 8.1 43.2 10.8 13.5 21.6 2.7

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 75.0 - - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 10.4 32.0 8.8 3.6 39.6 5.6

子はいない N=133 6.8 19.5 4.5 6.0 57.9 5.3

不明・無回答 N=20 - 25.0 - - 15.0 60.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 8.1 22.9 8.1 7.1 48.8 4.9

就学前～高校生の子 N=99 5.1 25.3 17.2 17.2 34.3 1.0

大学生の子 N=37 8.1 27.0 13.5 16.2 35.1 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 37.5 - - 50.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 9.2 26.4 6.8 4.8 49.6 3.2

子はいない N=133 8.3 15.0 5.3 3.0 65.4 3.0

不明・無回答 N=20 5.0 15.0 5.0 5.0 10.0 60.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 6.5 19.6 8.1 5.7 54.2 5.9

就学前～高校生の子 N=99 6.1 19.2 11.1 11.1 49.5 3.0

大学生の子 N=37 - 16.2 13.5 8.1 62.2 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 25.0 12.5 - 50.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 7.2 22.8 8.8 4.8 53.2 3.2

子はいない N=133 6.0 13.5 4.5 3.8 66.9 5.3

不明・無回答 N=20 5.0 25.0 - - 10.0 60.0
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■全国に先駆けた幼保一元化の取組みによって、就学前教育・保育が充実している 
 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 

■小学校の教育内容や学校運営の取組みが充実している 
 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■中学校の教育内容や学校運営の取組みが充実している 

 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■小学校・中学校の施設・設備が充実している 

 
単位：% 

 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 4.2 14.0 8.7 7.3 61.1 4.7

就学前～高校生の子 N=99 3.0 14.1 12.1 12.1 56.6 2.0

大学生の子 N=37 - 10.8 13.5 - 75.7 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 25.0 12.5 - 62.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 4.4 15.6 8.4 7.6 60.8 3.2

子はいない N=133 5.3 9.0 6.0 4.5 72.9 2.3

不明・無回答 N=20 - 25.0 10.0 - 10.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 6.3 25.3 9.7 4.5 49.8 4.3

就学前～高校生の子 N=99 6.1 38.4 14.1 6.1 34.3 1.0

大学生の子 N=37 5.4 40.5 16.2 10.8 27.0 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 62.5 - - 37.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 6.4 21.6 10.4 3.6 55.6 2.4

子はいない N=133 7.5 19.5 7.5 4.5 57.9 3.0

不明・無回答 N=20 - 30.0 - - 15.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 5.5 22.3 10.3 4.3 53.0 4.5

就学前～高校生の子 N=99 5.1 24.2 16.2 5.1 47.5 2.0

大学生の子 N=37 8.1 37.8 13.5 10.8 29.7 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 50.0 - - 50.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 4.4 23.2 11.2 3.2 55.2 2.8

子はいない N=133 8.3 18.0 6.0 6.0 59.4 2.3

不明・無回答 N=20 - 30.0 - - 15.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 8.1 19.6 13.6 8.1 45.8 4.7

就学前～高校生の子 N=99 5.1 31.3 19.2 13.1 30.3 1.0

大学生の子 N=37 8.1 32.4 13.5 18.9 27.0 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 62.5 12.5 - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 8.4 18.8 12.8 6.0 50.8 3.2

子はいない N=133 11.3 12.0 12.0 8.3 53.4 3.0

不明・無回答 N=20 - 20.0 15.0 - 10.0 55.0
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■学校給食は、栄養バランスがとれ、食物アレルギーに配慮した安心・安全でおいしい給食が提供され

ている 
 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「学ぶ力」が育まれている 

 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「体力」が育まれている 

 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
 

■保育所・幼稚園・小学校・中学校の教育を通して「豊かな心」が育まれている 
 

単位：% 

 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 21.7 27.1 2.8 1.2 43.1 4.2

就学前～高校生の子 N=99 29.3 33.3 5.1 4.0 27.3 1.0

大学生の子 N=37 35.1 37.8 - 2.7 24.3 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 25.0 - - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 19.2 28.4 2.0 0.4 47.6 2.4

子はいない N=133 21.1 22.6 3.0 0.8 50.4 2.3

不明・無回答 N=20 15.0 10.0 - - 20.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 5.1 26.3 10.3 5.3 48.6 4.3

就学前～高校生の子 N=99 4.0 37.4 17.2 9.1 31.3 1.0

大学生の子 N=37 - 54.1 5.4 10.8 29.7 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 62.5 12.5 12.5 - -

大学生以外の成人の子 N=250 4.4 25.6 9.2 4.0 54.4 2.4

子はいない N=133 8.3 16.5 9.8 6.0 56.4 3.0

不明・無回答 N=20 - 25.0 5.0 - 15.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 5.3 25.3 14.0 4.3 46.4 4.5

就学前～高校生の子 N=99 3.0 32.3 29.3 3.0 31.3 1.0

大学生の子 N=37 - 48.6 16.2 2.7 32.4 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 50.0 37.5 - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 4.0 26.8 10.8 3.6 52.4 2.4

子はいない N=133 10.5 15.8 10.5 7.5 51.9 3.8

不明・無回答 N=20 - 10.0 20.0 - 15.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 4.3 25.3 12.1 5.9 47.6 4.7

就学前～高校生の子 N=99 3.0 37.4 18.2 7.1 32.3 2.0

大学生の子 N=37 - 48.6 10.8 10.8 27.0 2.7

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 62.5 12.5 - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 4.0 24.0 10.0 6.0 53.2 2.8

子はいない N=133 6.8 18.8 10.5 6.0 54.9 3.0

不明・無回答 N=20 - 10.0 20.0 - 15.0 55.0
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■学校園は地域に開かれ、地域ぐるみで子どもの教育が行われている 
 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 

■教育相談や子どもの心のケアが充実している 
 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
■保育所・幼稚園・小学校・中学校において子どもの健康管理ができている 

 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 6.7 25.7 12.5 6.7 43.7 4.7

就学前～高校生の子 N=99 8.1 34.3 21.2 7.1 27.3 2.0

大学生の子 N=37 5.4 40.5 21.6 8.1 24.3 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 50.0 12.5 - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 6.8 27.2 10.0 6.0 46.8 3.2

子はいない N=133 6.8 15.0 11.3 9.0 54.9 3.0

不明・無回答 N=20 - 20.0 10.0 - 15.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 5.1 15.8 10.5 6.5 57.3 4.7

就学前～高校生の子 N=99 7.1 27.3 14.1 7.1 42.4 2.0

大学生の子 N=37 - 27.0 10.8 10.8 48.6 2.7

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 25.0 - - 62.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 2.8 15.2 10.8 6.4 62.0 2.8

子はいない N=133 8.3 9.0 6.8 7.5 65.4 3.0

不明・無回答 N=20 - 5.0 20.0 - 20.0 55.0

子の有無別クロス 合計 そう思う
どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない
そう思わない

わからない・知ら

ない
不明・無回答

合計 506 5.5 28.1 6.7 4.0 51.0 4.7

就学前～高校生の子 N=99 5.1 41.4 12.1 4.0 36.4 1.0

大学生の子 N=37 5.4 43.2 8.1 8.1 35.1 -

その他の教育機関に通っている子 N=8 25.0 50.0 - - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 4.8 27.6 5.6 4.0 54.8 3.2

子はいない N=133 6.8 18.8 6.0 3.8 61.7 3.0

不明・無回答 N=20 - 25.0 5.0 - 15.0 55.0
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[２] 問 12 学校教育の中で力を入れて行う必要がある教育施策や教育事業（単数回答） 

 
 学校教育の中で力を入れて行う必要がある教育施策や教育事業を尋ねた設問で、就学前～高校生の子

をもつ保護者の「必要である」と「どちらかといえば必要である」を合算した[必要である]をみると、

多くの項目で全体の合計を上回っています。特に割合の高い上位の項目は、『教職員の資質向上を図る』

が 93.9％と最も高く、次いで『子どもの学習意欲が高まる授業づくりを工夫する』が 89.9％、『いじ

めや不登校に対する生徒指導の充実を図る』『互いに認め合い、高め合える仲間づくりを行う』『防災教

育や防犯教育の充実を図り、安心安全な学校づくりを推進する』がいずれも 88.9％と並んでいます。 

 
■1 クラス当りの子どもの数を少なくする 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■授業によってクラスを分割し、複数の教員で指導を行う 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■ボランティアの協力による、わかりやすい授業を増やす 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■教職員の資質向上を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 20.4 34.8 22.9 8.5 8.7 4.7

就学前～高校生の子 N=99 18.2 42.4 24.2 9.1 3.0 3.0

大学生の子 N=37 16.2 48.6 16.2 13.5 - 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 37.5 25.0 12.5 12.5 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 20.4 38.0 21.2 6.0 9.6 4.8

子はいない N=133 21.8 23.3 25.6 12.8 12.0 4.5

不明・無回答 N=20 20.0 30.0 25.0 5.0 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 17.8 37.5 22.3 6.7 10.5 5.1

就学前～高校生の子 N=99 25.3 41.4 19.2 8.1 3.0 3.0

大学生の子 N=37 16.2 48.6 18.9 8.1 2.7 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 25.0 37.5 - 25.0 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 14.0 38.8 24.4 4.8 12.4 5.6

子はいない N=133 18.8 31.6 24.1 9.0 12.0 4.5

不明・無回答 N=20 15.0 40.0 15.0 5.0 10.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 16.6 43.1 17.4 6.1 10.9 5.9

就学前～高校生の子 N=99 22.2 40.4 15.2 10.1 9.1 3.0

大学生の子 N=37 10.8 62.2 8.1 10.8 2.7 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 37.5 37.5 - 12.5 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 12.8 44.0 19.2 4.0 12.8 7.2

子はいない N=133 20.3 44.4 15.8 6.8 8.3 4.5

不明・無回答 N=20 10.0 25.0 25.0 5.0 20.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 62.5 25.3 2.4 1.0 4.9 4.0

就学前～高校生の子 N=99 61.6 32.3 2.0 - 1.0 3.0

大学生の子 N=37 56.8 29.7 8.1 - - 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 50.0 - - - -

大学生以外の成人の子 N=250 66.8 23.6 - 0.8 5.2 3.6

子はいない N=133 57.9 22.6 6.0 2.3 7.5 3.8

不明・無回答 N=20 50.0 30.0 - - 5.0 15.0
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■授業時間数やテストの回数を増やす 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
■子どもの学習意欲が高まる授業づくりを工夫する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■体験的な活動（実験、観察、見学、実習など）を増やす 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■放課後や土曜日、夏休みなどに補習授業を行う 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■学校図書館の充実と読書活動の推進を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 10.7 33.8 30.6 7.3 13.0 4.5

就学前～高校生の子 N=99 13.1 35.4 34.3 5.1 9.1 3.0

大学生の子 N=37 5.4 37.8 32.4 8.1 8.1 8.1

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 37.5 25.0 - 37.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 10.0 36.4 30.0 4.4 14.4 4.8

子はいない N=133 11.3 31.6 25.6 13.5 15.0 3.0

不明・無回答 N=20 10.0 15.0 45.0 10.0 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 58.7 31.0 2.6 0.6 3.0 4.2

就学前～高校生の子 N=99 54.5 35.4 5.1 - 1.0 4.0

大学生の子 N=37 51.4 32.4 5.4 - 2.7 8.1

その他の教育機関に通っている子 N=8 62.5 25.0 12.5 - - -

大学生以外の成人の子 N=250 62.4 29.2 1.2 - 2.8 4.4

子はいない N=133 55.6 31.6 3.0 2.3 5.3 2.3

不明・無回答 N=20 60.0 25.0 5.0 - - 10.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 36.4 45.8 6.7 1.2 5.1 4.7

就学前～高校生の子 N=99 41.4 41.4 6.1 3.0 4.0 4.0

大学生の子 N=37 35.1 45.9 2.7 2.7 5.4 8.1

その他の教育機関に通っている子 N=8 62.5 37.5 - - - -

大学生以外の成人の子 N=250 32.4 52.0 5.2 0.4 5.6 4.4

子はいない N=133 42.1 36.1 11.3 1.5 5.3 3.8

不明・無回答 N=20 30.0 45.0 5.0 - 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 18.2 34.4 24.9 9.1 8.9 4.5

就学前～高校生の子 N=99 23.2 32.3 29.3 9.1 3.0 3.0

大学生の子 N=37 24.3 40.5 24.3 2.7 2.7 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 - 37.5 25.0 12.5 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 16.8 35.2 25.6 7.6 10.0 4.8

子はいない N=133 17.3 31.6 21.8 13.5 12.0 3.8

不明・無回答 N=20 15.0 30.0 30.0 5.0 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 27.3 49.6 11.3 1.2 6.3 4.3

就学前～高校生の子 N=99 34.3 43.4 15.2 1.0 3.0 3.0

大学生の子 N=37 21.6 59.5 2.7 2.7 8.1 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 25.0 25.0 25.0 12.5 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 23.2 58.4 8.4 0.8 5.2 4.0

子はいない N=133 32.3 36.8 13.5 2.3 11.3 3.8

不明・無回答 N=20 15.0 45.0 20.0 - - 20.0
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■コンピュータを活用した授業の推進を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■外国人を活用した英語教育を推進する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■小学校と中学校の指導の一貫性を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■豊かな心をはぐくむ道徳教育の充実を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■いじめや不登校に対する生徒指導の充実を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 19.4 50.6 16.0 3.0 6.9 4.2

就学前～高校生の子 N=99 25.3 48.5 13.1 4.0 6.1 3.0

大学生の子 N=37 10.8 59.5 18.9 2.7 2.7 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 37.5 50.0 12.5 - - -

大学生以外の成人の子 N=250 18.8 55.2 14.4 0.8 7.2 3.6

子はいない N=133 21.1 42.9 18.0 5.3 9.0 3.8

不明・無回答 N=20 10.0 35.0 30.0 5.0 - 20.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 33.6 39.9 12.3 2.8 7.1 4.3

就学前～高校生の子 N=99 41.4 34.3 14.1 2.0 5.1 3.0

大学生の子 N=37 32.4 24.3 27.0 2.7 5.4 8.1

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 62.5 12.5 - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 32.8 42.8 8.8 2.0 9.2 4.4

子はいない N=133 30.8 39.1 15.0 4.5 6.0 4.5

不明・無回答 N=20 25.0 40.0 20.0 5.0 - 10.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 23.5 32.2 16.2 5.7 17.6 4.7

就学前～高校生の子 N=99 23.2 27.3 26.3 8.1 12.1 3.0

大学生の子 N=37 16.2 35.1 24.3 8.1 10.8 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 37.5 25.0 - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 25.6 34.0 12.4 3.6 19.2 5.2

子はいない N=133 21.8 30.1 15.8 8.3 20.3 3.8

不明・無回答 N=20 20.0 40.0 15.0 5.0 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 41.3 41.3 5.7 2.0 5.3 4.3

就学前～高校生の子 N=99 33.3 42.4 14.1 2.0 5.1 3.0

大学生の子 N=37 27.0 51.4 2.7 8.1 5.4 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 37.5 37.5 - - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 44.4 41.6 3.2 1.6 5.2 4.0

子はいない N=133 42.9 39.1 4.5 2.3 6.8 4.5

不明・無回答 N=20 40.0 40.0 5.0 - - 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 55.5 31.6 4.2 0.4 4.0 4.3

就学前～高校生の子 N=99 48.5 40.4 6.1 - 2.0 3.0

大学生の子 N=37 40.5 45.9 5.4 - 2.7 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 62.5 25.0 - - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 58.8 30.0 1.6 - 5.6 4.0

子はいない N=133 56.4 27.8 6.0 1.5 3.8 4.5

不明・無回答 N=20 40.0 35.0 10.0 - - 15.0



 94

■悩みがある場合、専門家に気軽に相談できる体制をつくる 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■進路指導の充実を図り、キャリア教育を推進する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■子どもと教師がじっくり向き合う時間を確保する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■ボランティア活動や地域行事への参加の機会を増やす 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■障がいのある子とない子が共に学び、共に育つ教育の充実を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 43.3 40.7 5.5 0.8 5.9 3.8

就学前～高校生の子 N=99 42.4 41.4 8.1 1.0 4.0 3.0

大学生の子 N=37 35.1 51.4 2.7 - 5.4 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 12.5 - 12.5 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 43.6 41.2 3.2 1.2 7.2 3.6

子はいない N=133 44.4 41.4 5.3 0.8 5.3 3.0

不明・無回答 N=20 35.0 25.0 25.0 - - 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 21.3 43.5 15.8 3.6 10.7 5.1

就学前～高校生の子 N=99 22.2 43.4 20.2 3.0 7.1 4.0

大学生の子 N=37 16.2 43.2 24.3 - 8.1 8.1

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 12.5 12.5 12.5 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 18.8 42.4 16.4 2.8 13.6 6.0

子はいない N=133 25.6 45.1 10.5 5.3 10.5 3.0

不明・無回答 N=20 20.0 35.0 15.0 10.0 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 37.5 44.1 6.9 1.2 5.7 4.5

就学前～高校生の子 N=99 35.4 46.5 7.1 3.0 5.1 3.0

大学生の子 N=37 29.7 48.6 8.1 - 8.1 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 37.5 37.5 12.5 - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 38.0 42.0 6.4 1.2 7.2 5.2

子はいない N=133 39.1 44.4 8.3 0.8 5.3 2.3

不明・無回答 N=20 25.0 40.0 10.0 - 5.0 20.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 21.9 51.0 10.7 2.4 8.9 5.1

就学前～高校生の子 N=99 21.2 54.5 15.2 1.0 4.0 4.0

大学生の子 N=37 16.2 62.2 16.2 - - 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 25.0 75.0 - - - -

大学生以外の成人の子 N=250 18.0 55.6 8.4 1.6 11.2 5.2

子はいない N=133 30.8 42.1 11.3 3.0 9.0 3.8

不明・無回答 N=20 20.0 30.0 10.0 15.0 5.0 20.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 32.8 46.2 5.9 2.6 8.7 3.8

就学前～高校生の子 N=99 33.3 49.5 8.1 1.0 5.1 3.0

大学生の子 N=37 32.4 40.5 5.4 8.1 8.1 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 75.0 12.5 - - 12.5 -

大学生以外の成人の子 N=250 30.0 52.0 3.2 0.8 10.4 3.6

子はいない N=133 37.6 35.3 6.8 6.0 10.5 3.8

不明・無回答 N=20 30.0 35.0 20.0 - 5.0 10.0
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■互いに認め合い、高め合える仲間づくりを行う 
単位：% 

 
 
 
 
 
 
■日常的な体力づくりの取組みを推進する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■マラソンや登山など体育行事の充実を図る 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■防災教育や防犯教育の充実を図り、安心安全な学校づくりを推進する 

単位：% 

 
 
 
 
 
 
■二学期制による教育活動を行う 

単位：% 

 
 
 
 
 
 

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 44.9 41.7 3.6 1.6 4.2 4.2

就学前～高校生の子 N=99 45.5 43.4 5.1 1.0 2.0 3.0

大学生の子 N=37 37.8 40.5 8.1 2.7 5.4 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 75.0 12.5 - 12.5 - -

大学生以外の成人の子 N=250 42.8 42.8 2.8 1.2 5.6 4.8

子はいない N=133 48.1 39.8 3.0 3.8 3.0 2.3

不明・無回答 N=20 45.0 30.0 5.0 - 5.0 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 31.2 50.0 8.5 0.8 5.3 4.2

就学前～高校生の子 N=99 34.3 49.5 9.1 - 4.0 3.0

大学生の子 N=37 21.6 48.6 16.2 - 8.1 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 50.0 - - - -

大学生以外の成人の子 N=250 28.0 51.6 8.4 1.2 6.0 4.8

子はいない N=133 36.8 46.6 7.5 0.8 6.0 2.3

不明・無回答 N=20 20.0 50.0 15.0 - - 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 16.0 50.2 18.2 3.8 8.3 3.6

就学前～高校生の子 N=99 18.2 49.5 20.2 3.0 6.1 3.0

大学生の子 N=37 2.7 56.8 27.0 2.7 5.4 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 25.0 - - 25.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 11.2 55.6 16.4 3.2 10.0 3.6

子はいない N=133 24.8 41.4 18.0 4.5 8.3 3.0

不明・無回答 N=20 10.0 30.0 40.0 5.0 5.0 10.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 37.4 48.8 5.1 1.0 4.0 3.8

就学前～高校生の子 N=99 38.4 50.5 5.1 1.0 2.0 3.0

大学生の子 N=37 27.0 59.5 2.7 - 5.4 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 50.0 50.0 - - - -

大学生以外の成人の子 N=250 34.4 51.6 4.4 0.8 4.8 4.0

子はいない N=133 41.4 45.9 4.5 1.5 4.5 2.3

不明・無回答 N=20 35.0 30.0 20.0 - - 15.0

子の有無別クロス 合計 必要である
どちらかといえば

必要である

どちらかといえば

必要でない
必要でない わからない 不明・無回答

合計 506 7.3 19.0 19.4 10.1 39.9 4.3

就学前～高校生の子 N=99 6.1 13.1 30.3 21.2 26.3 3.0

大学生の子 N=37 2.7 13.5 35.1 18.9 24.3 5.4

その他の教育機関に通っている子 N=8 - - 12.5 37.5 50.0 -

大学生以外の成人の子 N=250 6.8 19.6 16.4 6.8 46.0 4.4

子はいない N=133 10.5 19.5 16.5 9.8 39.8 3.8

不明・無回答 N=20 5.0 30.0 15.0 10.0 25.0 15.0
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[３] 問 13 いじめについて、特に大切だと考えることは何ですか（複数回答） 

 いじめについて、特に大切だと考えることは、就学前～高校生の子では「学校全体で、日頃から子どもたちの様子を注意深く観察する」が 39.4％と最も高

くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

[４] 問 14「家庭の教育力」をより高めていくために、どのような取組みが必要だと思いますか（複数回答） 

 家庭の教育力を高めるために必要な取組みは、就学前～高校生の子では「保護者がしつけや教育について相談できる場所をつくる」が 42.5％と最も高くな

っています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 
 
 

子の有無別クロス 合計

学校で、いじめを

してはいけないこ
とをしっかり教え

る

学校全体で、日

頃から子どもた
ちの様子を注意

深く観察する

学校で、子ども
たちが自分たち

で防止できるよう
な委員会をつくっ
たり、話し合う場
を作ったりする

学校で、いじめ
の体験談などを

聞く機会をつく
り、身近な問題と
捉えさせる指導

をする

専門家に気軽に
相談できる体制

をつくる

学校以外の相談

窓口を子どもや
保護者に知らせ

る

保護者が自分の
子どもに対して、
いじめをしてはい

けないことをしっ
かりと教える

「いじめられてい
る子ども」や「い
じめている子ど

も」の保護者が、
学校と連携する

保護者が、子ど
もとの日常会話
を大切にし、いじ

めがないか把握
する

インターネットを
通じて行われる

いじめを防止した
り、対処するため
に、保護者が積
極的に協力する

周囲の子ども
が、いじめをして
いる子どもを注

意したり、助けた
りする

いじめに気づい
た子どもは、大

人に相談する

いじめをした子ど
もを厳しく罰する

どのような方法
でもいじめを減ら
したり、解決した

りすることは難し
い

その他 不明・無回答

合計 506 32.8 36.2 17.6 16.8 15.6 11.3 40.9 13.4 35.2 6.7 11.1 12.5 9.5 9.5 4.0 4.2

就学前～高校生の子 N=99 25.3 39.4 15.2 21.2 9.1 5.1 37.4 16.2 31.3 12.1 7.1 11.1 15.2 7.1 3.0 9.1

大学生の子 N=37 37.8 43.2 10.8 13.5 16.2 - 29.7 13.5 40.5 8.1 10.8 5.4 13.5 5.4 5.4 10.8

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 50.0 12.5 12.5 - - 25.0 25.0 37.5 - 25.0 - 12.5 25.0 - 12.5

大学生以外の成人の子 N=250 41.2 35.6 13.6 18.8 13.6 11.6 46.0 12.0 42.4 5.6 11.2 13.6 5.6 6.4 2.8 2.8

子はいない N=133 22.6 35.3 24.1 9.8 22.6 18.0 34.6 12.8 21.1 3.8 13.5 12.0 13.5 20.3 7.5 2.3

不明・無回答 N=20 25.0 25.0 25.0 25.0 10.0 - 45.0 20.0 45.0 10.0 15.0 5.0 10.0 5.0 - 10.0

子の有無別クロス 合計

教育委員会主催

で「家庭の教育
力」をより高める

契機となるような
講演会などを開

催する

保護者が子ども
に対する教育の

方法や心がまえ
を学ぶ

保護者同士が教
育について話し

合える機会をつく
る

保護者がしつけ
や教育について

相談できる場所
をつくる

子どもが、保護
者以外の大人

（祖父母、近所の

人）とふれあう機
会を増やす

子どもが保護者
と一緒に、様々

な体験ができる
機会を増やす

保護者の就労時

間を短縮するな
ど、企業が協力

して親子のふれ
あいの機会を増

やす

学校や塾など外
部の教育機関に
対するしつけや

教育の依存をや
める

家族内の個人主

義を改める
その他 わからない 不明・無回答

合計 506 9.7 43.3 20.2 43.7 38.9 37.2 16.6 12.8 11.7 4.2 4.7 4.2

就学前～高校生の子 N=99 6.1 36.4 13.1 42.4 38.4 37.4 24.2 9.1 5.1 4.0 3.0 9.1

大学生の子 N=37 8.1 29.7 21.6 29.7 40.5 29.7 10.8 21.6 16.2 2.7 - 10.8

その他の教育機関に通っている子 N=8 12.5 75.0 - 37.5 12.5 25.0 12.5 - 12.5 25.0 - 12.5

大学生以外の成人の子 N=250 11.6 49.2 20.0 46.8 39.6 39.6 11.2 14.0 16.4 3.6 3.6 2.8

子はいない N=133 10.5 36.1 24.8 38.3 39.8 33.1 21.8 13.5 9.0 6.8 7.5 2.3

不明・無回答 N=20 - 45.0 20.0 50.0 25.0 40.0 15.0 20.0 - - 10.0 10.0
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[５] 問 15「地域の教育力」をより高めていくために、どのような取組みが必要だと思いますか（複数回答） 

 地域の教育力を高めるために必要な取組みは、就学前～高校生の子では「地域の大人が地域の子どもに関心を持ち、ほめたり、注意したりする」が 49.5％、

「子ども同士が、地域で遊んだり、スポーツ活動などができる機会をつくる」が 48.5％となっており、地域との関わりについての回答が多くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[6] 問 25 大阪狭山市の子どもが健やかに育まれるようにするために、市はどのようなことに力を入れるべきだと思いますか（複数回答） 

 子どもが健やかに育まれるようにするために力を入れるべきことは、就学前～高校生の子では「子育て家庭への支援」が 50.5％と最も多くなっています。 

 

単位：% 

 

 

 

 

 

 

 

子の有無別クロス 合計

家庭の教育

力を高めるた

めの大人へ

の教育

地域の教育

力を高めるた

めの活動

子育て家庭

への支援

子どもについ

ての悩みや

相談ごとへ

の対応

就学前教育・

保育を充実さ

せるための

施策

子どもが

様々な体験

ができる機会

づくり

子どものス

ポーツ活動

子どもの安

全を確保す

るための活

動

学校教育を

充実させるた

めの施策

放課後など

に子どもが

遊べる場所

づくり

青少年の健

全な育成に

関する事業

市の歴史や

文化を学ぶ

機会の増加

保育所・幼稚

園・小学校・

中学校の連

携強化によ

る、一体的な
指導

教育委員会

や学校の取

組みに関す

る積極的な

情報発信

その他 わからない 不明・無回答

合計 506 30.2 14.2 30.6 20.2 13.2 28.9 12.8 26.1 19.8 22.3 11.1 3.2 14.8 8.3 2.0 3.0 1.6

就学前～高校生の子 N=99 21.2 16.2 50.5 15.2 18.2 31.3 19.2 26.3 22.2 25.3 5.1 2.0 11.1 7.1 3.0 - 1.0

大学生の子 N=37 27.0 16.2 29.7 24.3 2.7 35.1 16.2 27.0 13.5 24.3 13.5 - 13.5 13.5 2.7 - 2.7

その他の教育機関に通っている子 N=8 25.0 12.5 25.0 12.5 12.5 50.0 25.0 12.5 12.5 25.0 - 25.0 - 12.5 - - -

大学生以外の成人の子 N=250 33.2 14.4 24.4 20.8 15.2 28.0 8.8 27.6 18.4 23.2 16.8 4.0 17.2 10.4 1.2 2.0 0.8

子はいない N=133 35.3 11.3 29.3 21.8 6.0 30.8 18.0 23.3 23.3 18.8 8.3 3.0 13.5 4.5 1.5 6.0 1.5

不明・無回答 N=20 15.0 25.0 30.0 20.0 15.0 15.0 5.0 20.0 10.0 - - - 20.0 5.0 10.0 10.0 15.0

子の有無別クロス 合計

教育委員会主催

で、「地域の教育

力」をより高める

契機となるような

講演会などを開

催する

地域に、子ども

の模範となる大

人を増やす

子ども同士が、

地域で遊んだ

り、スポーツ活動

などができる機

会をつくる

地域の大人が、

地域の子どもに

関心を持ち、ほ

めたり、注意した

りする

家族同士の交流

など、近所づきあ

いを活発にする

地域での活動や

行事などを活発

にする

治安を良くし、子

どもが自由に遊

べるようにする

その他 わからない 不明・無回答

合計 506 8.3 17.8 55.3 47.2 24.5 39.3 44.9 1.6 4.0 4.5

就学前～高校生の子 N=99 4.0 20.2 48.5 49.5 17.2 33.3 40.4 3.0 2.0 9.1

大学生の子 N=37 5.4 21.6 48.6 54.1 21.6 37.8 35.1 2.7 - 10.8

その他の教育機関に通っている子 N=8 - - 25.0 50.0 12.5 25.0 37.5 12.5 12.5 12.5

大学生以外の成人の子 N=250 9.6 15.2 57.6 46.4 29.2 39.6 46.8 2.0 4.0 3.6

子はいない N=133 9.8 21.8 55.6 45.9 20.3 41.4 46.6 0.8 5.3 2.3

不明・無回答 N=20 5.0 20.0 55.0 50.0 20.0 45.0 40.0 - 5.0 10.0
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大
阪

狭
山

市
の

教
育

や
生

涯
学

習
に

関
す

る
 

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協

力
の
お
願
い
】
 

 市
民

の
み

な
さ

ま
に

は
、

日
頃

か
ら

教
育

行
政

に
ご

理
解

と
ご

協
力

を
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

こ
の

た
び

、
「

大
阪

狭
山

市
教

育
振

興
基

本
計

画
」

を
策

定
し

て
い

く
う

え
で

の
資

料
と

す
る

た
め

、
み

な
さ

ま

の
教

育
や

生
涯

学
習

、
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

（
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
含

む
）

活
動

な
ど

に
対

す
る

意
識

を
お

聞
か

せ
い

た
だ

く
『

大
阪

狭
山

市
の

教
育

や
生

涯
学

習
に

関
す

る
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

』
を

実
施

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。「
教

育
振

興
基

本
計

画
」
と

は
、
教

育
の

振
興

に
向

け
た

施
策

を
総

合
的

、
計

画
的

に
進

め
る

た
め

に
策

定
す

る
も

の
で

、

地
方

自
治

体
も

国
の

計
画

を
参

考
に

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

基
本

計
画

を
作

る
こ

と
が

努
力

目
標

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

今
回

の
ア

ン
ケ

ー
ト

は
、

1
5

歳
以

上
の

市
民

の
中

か
ら

無
作

為
に

抽
出

し
た

1
,0

0
0

人
を

対
象

に
、

無
記

名

で
実

施
す

る
も

の
で

す
。

ご
回

答
い

た
だ

い
た

内
容

は
、

統
計

的
に

集
計

・
処

理
さ

れ
、

個
人

が
特

定
さ

れ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
思

い
の

ま
ま

を
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

お
忙

し
い

と
こ

ろ
誠

に
恐

縮
で

す
が

、
本

ア
ン

ケ
ー

ト
の

趣
旨

を
ご

理
解

の
う

え
、

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

す
よ

う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 
 

平
成

2
6

年
１

月
 

大
阪

狭
山

市
教

育
委

員
会

  

  

○
宛

名
の

ご
本

人
が

回
答

で
き

な
い

場
合

、
1

5
歳

以
上

の
ご

家
族

の
方

が
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
 

○
回

答
は

問
１

か
ら

順
に

、
回

答
欄

の
該

当
番

号
の

数
字

に
○

印
を

し
て

く
だ

さ
い

。
 

○
回

答
が

「
そ

の
他

」
に

あ
て

は
ま

る
場

合
は

、
そ

の
内

容
を

（
 

 
 

 
）

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

○
記

入
が

済
み

ま
し

た
ら

、
１
月

3
1
日

（
金

）
ま

で
に

同
封

の
返

信
用

封
筒

で
ご

返
送

く
だ

さ
い

。
 

○
ご

回
答

い
た

だ
く

う
え

で
ご

不
明

な
点

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
関

す
る

お
問

合
わ

せ
は

、
下

記
ま

で
お

願
い

い

た
し

ま
す

。
 

 

 

大
阪

狭
山

市
教

育
委

員
会

事
務

局
 教

育
部

 
教

育
総

務
グ

ル
ー

プ
（

担
当

 
上

尾
・

隅
谷

）
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
 

 
 
話

 
0

7
2

-
3

6
6

-
0

0
1

1
（

代
表

）
 
内

線
 
8

0
3

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｆ
 
Ａ

 
Ｘ

 
0

7
2

-
3

6
7

-
6

0
1

1
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｅ
メ

ー
ル

 
k
yo

u
ik

u
@

c
it
y.

o
s
a
k
a
s
a
y
a
m

a
.o

s
a
k
a
.jp

 

記
入

に
あ

た
っ

て
 

 

＜アンケート調査票＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
．

あ
な

た
ご

自
身

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。
 

 問
１
 
あ

な
た

の
性

別
は

ど
ち
ら

で
す

か
。
（

ど
ち
ら

か
に

○
）

 

１
．

男
性

 
２

．
女

性
 

 問
２
 
あ

な
た

の
現

在
の

年
齢

を
ご

記
入

く
だ

さ
い
。

 

（
 

 
 

 
 

）
歳

 
 

 問
３
 
あ

な
た

が
住

ん
で

い
る

小
学
校

区
は

ど
こ

で
す

か
。
（

ひ
と

つ
だ
け

○
）

 

１
．

東
小

学
校

区
 

４
．

南
第

二
小

学
校

区
 

７
．

第
七

小
学

校
区

 

２
．

西
小

学
校

区
 

５
．

南
第

三
小

学
校

区
 

８
．

小
学

校
区

が
わ

か
ら

な
い

（
町

名
 

３
．

南
第

一
小

学
校

区
 

６
．

北
小

学
校

区
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 
 

  問
４
 
あ

な
た

の
職

業
は

次
の
う

ち
ど

れ
で

す
か

。
（
ひ

と
つ

だ
け

○
）

 

１
．

農
林

水
産

業
 

４
．

公
務

員
・

教
員

 

７
．

学
生

 

２
．

商
業

・
自

営
業

 

５
．

パ
ー

ト
・

ア
ル

バ
イ

ト
 

８
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

３
．

会
社

員
 

６
．

専
業

主
婦

・
主

夫
 

９
．

無
職

 

 問
５
 
あ

な
た

の
家

族
構

成
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
か
。
（

ひ
と

つ
だ

け
○

）
 

１
．

ひ
と

り
暮

ら
し

世
帯

 

２
．

夫
婦

の
み

の
世

帯
 

３
．

親
と

子
の

２
世

代
世

帯
 

４
．

親
と

子
と

孫
の

３
世

代
世

帯
 

５
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 問
６
 
あ

な
た

は
大

阪
狭

山
市
に

住
ん

で
何

年
に
な

り
ま

す
か
。
（

ひ
と
つ

だ
け

○
）

 

１
．

５
年

未
満

 

３
．

1
1

年
～

2
0

年
 

５
．

3
1

年
以

上
 

２
．

５
年

～
1

0
年

 

４
．

2
1

年
～

3
0

年
 

 

 問
７

 
あ

な
た

に
お

子
さ

ん
は
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

※
自

立
・
独

立
、
別

居
さ

れ
て
い

る
場
合

も
含

み
ま

す
。
 

１
．

就
学

前
の

子
 

３
．

中
学

生
の

子
 

５
．

大
学

生
の

子
 

７
．

大
学

生
以

外
の

成
人

の
子

 

９
．

子
は

い
な

い
 

２
．

小
学

生
の

子
 

４
．

高
校

生
の

子
 

６
．

そ
の

他
の

教
育

機
関

に
通

っ
て

い
る

子
 

８
．

そ
の

他
の

未
成

年
の

子
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２
．

大
阪

狭
山

市
の

就
学

前
教

育
・
保

育
や

学
校

教
育

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。
 

 問
８

 
大

阪
狭

山
市

の
就

学
前

※
教

育
・

保
育

、
学

校
教

育
に

お
け

る
現

在
の

取
組

み
に

つ
い

て
、

あ
な

た
は

ど
の

よ

う
に
感

じ
ま

す
か

。
 
（

そ
れ

ぞ
れ

に
ひ

と
つ
ず

つ
○

）
 

項
 

 
目

 

そ う 思 う  

ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 う  

 
ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 わ な い  

そ う 思 わ な い  

わ か ら な い ・ 知 ら な い  
大
阪

狭
山

市
の

就
学
前

教
育

・
保

育
、
学

校
教
育

は
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
．

幼
稚

園
に

お
け
る

教
育

・
保

育
の

環
境

が
充
実

し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

２
．

保
育

所
に

お
け
る

教
育

・
保

育
の
環

境
が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

３
．
全

国
に
先

駆
け

た
幼
保

一
元
化

※
の
取

組
み
に

よ
っ

て
、
就

学
前
教
育
・
保

育

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

４
．

小
学

校
の

教
育
内

容
や

学
校

運
営

の
取

組
み
が

充
実

し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

５
．

中
学

校
の

教
育
内

容
や

学
校

運
営

の
取

組
み
が

充
実

し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

６
．

小
学

校
・

中
学
校

の
施

設
・

設
備

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

７
．

学
校

給
食

は
、

栄
養

バ
ラ

ン
ス

が
と

れ
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

配
慮

し
た

 
 

安
心

・
安

全
で

お
い
し

い
給

食
が

提
供

さ
れ

て
い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

８
．

保
育

所
・

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
の

教
育

を
通

し
て

「
学

ぶ
力

」
が

育
ま

れ
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

９
．

保
育

所
・

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
の

教
育

を
通

し
て

「
体

力
」

が
育

ま
れ

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
0
．

保
育

所
・

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
の

教
育

を
通

し
て

「
豊

か
な

心
」

が
育

ま
れ

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
1
．

学
校

園
は

地
域

に
開

か
れ

、
地

域
ぐ

る
み

で
子

ど
も

の
教

育
が

行
わ

れ
て

い
る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
2
．

教
育

相
談

や
子
ど

も
の

心
の
ケ

ア
が

充
実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
3
．

保
育

所
・

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
に

お
い

て
子

ど
も

の
健

康
管

理
が

で
き

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

    問
９

 
あ

な
た

は
、

大
阪

狭
山

市
の

子
ど

も
た

ち
に

、
将

来
ど

の
よ

う
な

人
に

な
っ

て
も

ら
い

た
い

と
思

い
ま

す
か

。

（
主
な

も
の

３
つ
ま

で
○

）
 

１
．

規
則

を
守

り
、

他
人

に
迷

惑
を

か
け

な
い

人
 

３
．

社
交

性
・

協
調

性
が

あ
る

人
 

５
．

粘
り

強
く

も
の

ご
と

に
取

組
め

る
人

 

７
．

誠
実

で
責

任
感

の
強

い
人

 

９
．

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
が

あ
る

人
 

1
1
．

社
会

に
奉

仕
で

き
、

ふ
る

さ
と

を
愛

す
る

人
 

1
3
．

家
族

を
大

切
に

す
る

人
 

1
5
．

特
に

な
い

 

２
．

自
分

の
意

思
を

主
張

で
き

る
人

 

４
．

ま
わ

り
の

人
に

思
い

や
り

が
あ

る
人

 

６
．

自
分

ら
し

く
個

性
的

な
生

き
方

を
す

る
人

  

８
．

自
分

が
し

た
い

こ
と

や
夢

を
持

ち
続

け
て

生
き

る
人

 

1
0
．

仕
事

で
能

力
を

発
揮

す
る

人
 

1
2
．

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
人

 

1
4
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

※
就

 
学

 
前

：
小

学
校

へ
の

就
学

以
前

の
期

間
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

 
※

幼
保

一
元

化
：
幼

稚
園

や
保

育
所

と
い

っ
た

既
存

の
枠

組
み

を
こ

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

機
能

の
よ

さ
を

活
か

し
て

、
就

学
前

教
育

・

保
育

の
充

実
を

図
ろ

う
と

す
る

取
組

み
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。

認
定

こ
ど

も
園

制
度

も
そ

の
ひ

と
つ

で
す

。
 

 

問
1
0
 

あ
な

た
は

、
大

阪
狭

山
市

の
就

学
前

教
育
・

保
育

の
中
で
、
ど

の
よ

う
な

能
力

や
態

度
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

重
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

○
）

 

１
．

明
る

く
の

び
の

び
と

行
動

し
、

進
ん

で
運

動
す

る
力

 

３
．

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

力
 

５
．

人
を

思
い

や
る

心
 

７
．

生
命

や
自

然
、

環
境

を
大

切
に

す
る

心
 

９
．

自
分

の
思

い
や

考
え

を
言

葉
で

表
現

す
る

力
 

1
1
．

音
楽

に
親

し
み

、
歌

や
楽

器
で

楽
し

む
力

 

1
3
．

絵
本

や
童

話
に

親
し

み
、

想
像

す
る

力
 

２
．

健
康

・
安

全
な

生
活

に
必

要
な

習
慣

や
態

度
 

４
．

友
だ

ち
と

か
か

わ
る

力
 

６
．

も
の

ご
と

を
最

後
ま

で
や

り
と

げ
る

力
 

８
．

身
近

な
事

象
に

関
心

を
持

っ
て

遊
ぶ

力
 

1
0
．

人
の

話
を

注
意

し
て

聞
き

、
内

容
を

理
解

す
る

力
 

1
2
．

感
じ

た
こ

と
を

自
由

に
描

く
・

作
る

・
身

体
表

現
す

る
力

 

1
4
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

  問
1
1
 

あ
な

た
は

、
大

阪
狭

山
市

の
学
校
教
育

の
中
で
、
ど

の
よ

う
な

能
力

や
態

度
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

重
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。

一
番
近
い

考
え
の
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

。
 

◆
学

校
教

育
の

中
で

身
に

つ
け

る
こ

と
が

重
要

な
能

力
や

態
度

 

重 要 で あ る  

ど ち ら か と い え ば

重 要 で あ る  

ど ち ら か と い え ば

重 要 で な い  

重 要 で な い  

わ か ら な い  

１
．

学
習

へ
の

意
欲

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

２
．

教
科

の
基

礎
的

な
学

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

３
．

学
ん

だ
こ

と
を

活
用

す
る

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

４
．

論
理

的
に

も
の

を
考

え
る

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

５
．

自
分

の
考

え
を

表
現

す
る

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

６
．

新
し

い
も

の
を

生
み

出
す

創
造

的
な

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

７
．

進
ん

で
読

書
に

取
組

む
力

 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

８
．

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

を
活

用
す

る
力

や
情

報
管

理
技

術
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

９
．

実
際

の
場

面
で

使
え

る
英

語
な

ど
の

語
学

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
0
．

音
楽

・
美

術
な

ど
芸

術
面

の
能

力
や

情
操

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
1
．

善
悪

を
判

断
す

る
力

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
2
．

人
間

関
係

を
築

く
力

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
3
．

生
き

方
や

進
路

に
つ

い
て

考
え

る
力

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
4
．

社
会

で
役

立
と

う
と

す
る

心
や

公
共

心
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
5
．

伝
統

や
文

化
を

大
切

に
し

、
郷

土
や

国
を

愛
す

る
力

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
6
．

も
の

ご
と

を
や

り
と

げ
る

ね
ば

り
強

さ
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
7
．

自
立

心
や

自
主

性
、

積
極

性
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
8
．

他
者

に
対

す
る

理
解

と
思

い
や

り
や

や
さ

し
さ

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
9
．

生
命

や
自

然
、

環
境

を
大

切
に

す
る

心
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

2
0
．

言
葉

づ
か

い
、

礼
節

、
マ

ナ
ー

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

2
1
．

基
本

的
な

生
活

習
慣

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

2
2
．

体
力

や
運

動
能

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

2
3
．

健
康

や
安

全
を

自
己

管
理

す
る

力
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
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問
1
3
 

い
じ

め
が

社
会

問
題

に
な

っ
て

い
ま

す
。
い

じ
め

に
つ

い
て

、
あ

な
た

が
特

に
大

切
だ

と
考

え
る

こ
と

は
何

で

す
か

。
（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

に
○

）
 

１
．

学
校

で
、

い
じ

め
を

し
て

は
い

け
な

い
こ

と
を

し
っ

か
り

教
え

る
 

２
．

学
校

全
体

で
、

日
頃

か
ら

子
ど

も
た

ち
の

様
子

を
注

意
深

く
観

察
す

る
 
 

３
．

学
校

で
、

子
ど

も
た

ち
が

自
分

た
ち

で
防

止
で

き
る

よ
う

な
委

員
会

を
つ

く
っ

た
り

、
話

し
合

う
場

を
作

っ
た

り
す

る
  

４
．

学
校

で
、

い
じ

め
の

体
験

談
な

ど
を

聞
く

機
会

を
つ

く
り

、
身

近
な

問
題

と
捉

え
さ

せ
る

指
導

を
す

る
 
 

５
．

専
門

家
に

気
軽

に
相

談
で

き
る

体
制

を
つ

く
る

 

６
．

学
校

以
外

の
相

談
窓

口
を

子
ど

も
や

保
護

者
に

知
ら

せ
る

 
 

７
．

保
護

者
が

自
分

の
子

ど
も

に
対

し
て

、
い

じ
め

を
し

て
は

い
け

な
い

こ
と

を
し

っ
か

り
と

教
え

る
 
 

８
．
「

い
じ

め
ら

れ
て

い
る

子
ど

も
」

や
「

い
じ

め
て

い
る

子
ど

も
」

の
保

護
者

が
、

学
校

と
連

携
す

る
 

９
．

保
護

者
が

、
子

ど
も

と
の

日
常

会
話

を
大

切
に

し
、

い
じ

め
が

な
い

か
把

握
す

る
 

1
0
．

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

通
じ

て
行

わ
れ

る
い

じ
め

を
防

止
し

た
り

、
対

処
す

る
た

め
に

、
保

護
者

が
積

極
的

に
協

力
す

る
 

1
1
．

周
囲

の
子

ど
も

が
、

い
じ

め
を

し
て

い
る

子
ど

も
を

注
意

し
た

り
、

助
け

た
り

す
る

 

1
2
．

い
じ

め
に

気
づ

い
た

子
ど

も
は

、
大

人
に

相
談

す
る

 

1
3
．

い
じ

め
を

し
た

子
ど

も
を

厳
し

く
罰

す
る

 

1
4
．

ど
の

よ
う

な
方

法
で

も
い

じ
め

を
減

ら
し

た
り

、
解

決
し

た
り

す
る

こ
と

は
難

し
い

 

1
5
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 ３
．

家
庭

教
育

・
地

域
教

育
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

 

 問
1
4
 

あ
な

た
は

、
「

家
庭

の
教

育
力

」
を

よ
り

高
め

て
い

く
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

取
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。
（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

に
○

）
 

１
．

教
育

委
員

会
主

催
で

「
家

庭
の

教
育

力
」

を
よ

り
高

め
る

契
機

と
な

る
よ

う
な

講
演

会
な

ど
を

開
催

す
る

 

２
．

保
護

者
が

子
ど

も
に

対
す

る
教

育
の

方
法

や
心

が
ま

え
を

学
ぶ

 

３
．

保
護

者
同

士
が

教
育

に
つ

い
て

話
し

合
え

る
機

会
を

つ
く

る
 

４
．

保
護

者
が

し
つ

け
や

教
育

に
つ

い
て

相
談

で
き

る
場

所
を

つ
く

る
 

５
．

子
ど

も
が

、
保

護
者

以
外

の
大

人
（

祖
父

母
、

近
所

の
人

）
と

ふ
れ

あ
う

機
会

を
増

や
す

 

６
．

子
ど

も
が

保
護

者
と

一
緒

に
、

様
々

な
体

験
が

で
き

る
機

会
を

増
や

す
 

７
．

保
護

者
の

就
労

時
間

を
短

縮
す

る
な

ど
、

企
業

が
協

力
し

て
親

子
の

ふ
れ

あ
い

の
機

会
を

増
や

す
 

８
．

学
校

や
塾

な
ど

外
部

の
教

育
機

関
に

対
す

る
し

つ
け

や
教

育
の

依
存

を
や

め
る

 

９
．

家
族

内
の

個
人

主
義

を
改

め
る

 

1
0
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 
 

1
1
．

わ
か

ら
な

い
 

 

問
1
2
 

次
の

よ
う

な
教

育
施

策
や

教
育

事
業

に
つ
い

て
、

ご
意

見
を
お

聞
か
せ

く
だ

さ
い

。
一
番
近
い
考
え
の
と
こ
ろ

に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
学
校

教
育

の
中
で

力
を

入
れ
て

行
う

必
要

が
あ
る
施

策
・
事

業
 

必 要 で あ る  

ど ち ら か と い え ば

必 要 で あ る  

ど ち ら か と い え ば

必 要 で な い  

必 要 で な い  

わ か ら な い  

１
．
１

ク
ラ

ス
当
た

り
の

子
ど
も

の
数

を
少

な
く
す

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

２
．

授
業

に
よ

っ
て
ク

ラ
ス

を
分

割
し

、
複

数
の
教

員
で

指
導

を
行
う

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

３
．
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
協

力
に

よ
る

、
わ

か
り
や

す
い

授
業

を
増
や

す
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

４
．
教

職
員

の
資
質

向
上

を
図

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

５
．
授

業
時

間
数
や

テ
ス

ト
の

回
数

を
増

や
す

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

６
．
子

ど
も

の
学
習

意
欲

が
高

ま
る

授
業

づ
く
り

を
工

夫
す

る
 
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

７
．
体

験
的

な
活
動

（
実

験
、

観
察

、
見
学

、
実
習

な
ど

）
を

増
や
す

  
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

８
．
放

課
後

や
土
曜

日
、

夏
休

み
な
ど

に
補

習
授
業

を
行

う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

９
．
学

校
図

書
館
の

充
実

と
読

書
活

動
の

推
進
を

図
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
0
．
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

を
活

用
し

た
授

業
の

推
進
を

図
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
1
．
外

国
人

を
活
用

し
た

英
語

教
育

を
推

進
す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
2
．
小

学
校

と
中
学

校
の

指
導

の
一
貫

性
を

図
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
3
．
豊

か
な

心
を
は

ぐ
く

む
道
徳

教
育

の
充

実
を
図

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
4
．
い

じ
め

や
不
登

校
に

対
す

る
生

徒
指

導
の
充

実
を

図
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
5
．
悩

み
が

あ
る
場

合
、

専
門

家
に

気
軽

に
相
談

で
き

る
体
制

を
つ
く

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
6
．
進

路
指

導
の
充

実
を

図
り
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

※
を
推

進
す

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
7
．
子

ど
も

と
教
師

が
じ

っ
く

り
向
き

合
う

時
間
を

確
保

す
る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
8
．
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

や
地

域
行

事
へ
の

参
加
の

機
会

を
増

や
す
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
9
．
障

が
い

の
あ
る

子
と

な
い

子
が

共
に

学
び

、
共

に
育

つ
教

育
の
充

実
を
図

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

2
0
．
互

い
に

認
め
合

い
、

高
め

合
え

る
仲

間
づ
く

り
を

行
う

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

2
1
．
日

常
的

な
体
力

づ
く

り
の

取
組

み
を

推
進
す

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

2
2
．
マ

ラ
ソ

ン
や
登

山
な

ど
体
育

行
事

の
充

実
を
図

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

2
3
．
防

災
教
育

や
防
犯

教
育

の
充

実
を

図
り

、
安
心

安
全

な
学

校
づ

く
り

を
推
進

す
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

2
4
．
二

学
期

制
※
に
よ

る
教

育
活
動

を
行

う
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

 ※
キ

ャ
リ

ア
教

育
：

一
人

ひ
と

り
の

社
会

的
・

職
業

的
自

立
に

向
け

、
必

要
な

能
力

や
態

度
を

育
て

る
こ

と
を

通
し

て
、

自
分

ら
し

い

生
き

方
を

実
現

で
き

る
よ

う
に

促
す

教
育

で
す

。
 

※
二

 学
 期

 制
 ：

学
校

の
１

年
間

の
課

程
を

２
つ

の
学

期
に

分
け

て
行

う
制

度
。

近
隣

市
町

村
で

は
三

学
期

制
が

実
施

さ
れ

て
い

る

中
、

本
市

で
は

授
業

時
数

確
保

な
ど

の
理

由
に

よ
り

、
平

成
1
8
年

度
か

ら
取

入
れ

て
い

ま
す

。
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問
1
5
 

あ
な

た
は

、
「
地

域
の

教
育

力
」
を

よ
り

高
め

て
い

く
た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
取

組
み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。
（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

に
○

）
 

１
．

教
育

委
員

会
主

催
で

、
「

地
域

の
教

育
力

」
を

よ
り

高
め

る
契

機
と

な
る

よ
う

な
講

演
会

な
ど

を
開

催
す

る
 

２
．

地
域

に
、

子
ど

も
の

模
範

と
な

る
大

人
を

増
や

す
 

３
．

子
ど

も
同

士
が

、
地

域
で

遊
ん

だ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
活

動
な

ど
が

で
き

る
機

会
を

つ
く

る
 

４
．

地
域

の
大

人
が

、
地

域
の

子
ど

も
に

関
心

を
持

ち
、

ほ
め

た
り

、
注

意
し

た
り

す
る

 

５
．

家
族

同
士

の
交

流
な

ど
、

近
所

づ
き

あ
い

を
活

発
に

す
る

 

６
．

地
域

で
の

活
動

や
行

事
な

ど
を

活
発

に
す

る
 

７
．

治
安

を
良

く
し

、
子

ど
も

が
自

由
に

遊
べ

る
よ

う
に

す
る

 

８
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

９
．

わ
か

ら
な

い
 

 問
1
6
 

あ
な

た
は

、
今
後

、
地
域

の
学
校

に
対
し

て
ど

の
よ
う

な
活
動

で
ご

協
力

い
た

だ
け
ま

す
か

。
（

あ
て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

○
）

 

１
．

自
分

が
持

つ
知

識
・

技
能

を
教

え
る

活
動

 

２
．

通
学

時
に

お
け

る
登

下
校

の
見

守
り

活
動

 

３
．

部
活

動
の

指
導

 

４
．

花
壇

や
芝

生
の

手
入

れ
や

草
抜

き
な

ど
の

環
境

づ
く

り
 

５
．

読
み

聞
か

せ
や

図
書

の
整

理
・

貸
し

出
し

 

６
．

運
動

会
や

文
化

祭
な

ど
学

校
行

事
の

手
助

け
 

７
．

習
字

や
調

理
実

習
指

導
の

補
助

な
ど

の
学

習
の

手
助

け
 

８
．

昔
遊

び
な

ど
で

子
ど

も
と

ふ
れ

あ
う

活
動

 

９
．

よ
り

良
い

学
校

運
営

に
向

け
て

、
意

見
・

提
言

を
行

う
活

動
 

1
0
．

上
記

以
外

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
 

1
1
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

1
2
．

特
に

か
か

わ
る

つ
も

り
は

な
い

 

 問
1
7
 

ふ
だ

ん
、
あ

な
た
は

地
域

の
子

ど
も

と
ど

の
よ

う
に
接

し
て
い

ま
す

か
。
（
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

○
）

 

１
．

出
会

っ
た

と
き

は
、

あ
い

さ
つ

を
す

る
 

２
．

出
会

っ
た

と
き

は
、

声
を

か
け

た
り

、
話

を
す

る
 

３
．

悪
い

こ
と

を
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
見

た
と

き
は

、
注

意
す

る
 

４
．

良
い

こ
と

を
し

て
い

る
と

こ
ろ

を
見

た
と

き
は

、
ほ

め
る

 

５
．

子
ど

も
が

困
っ

た
と

き
や

悩
ん

で
い

る
と

き
に

相
談

に
の

っ
て

い
る

 

６
．

子
ど

も
会

な
ど

の
地

域
活

動
を

一
緒

に
し

て
い

る
 

７
．

子
ど

も
に

ス
ポ

ー
ツ

活
動

・
文

化
活

動
な

ど
の

指
導

を
し

て
い

る
 

８
．

地
域

の
祭

り
や

イ
ベ

ン
ト

で
子

ど
も

と
ふ

れ
あ

っ
て

い
る

 

９
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

1
0
．

地
域

の
子

ど
も

と
か

か
わ

り
は

な
い

 

 

４
．

大
阪

狭
山

市
の

生
涯

学
習

・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

 

 問
1
8
 

大
阪

狭
山

市
の
生

涯
学
習

※
・
文

化
・

ス
ポ
ー

ツ
な
ど

に
お

け
る

現
在

の
取

組
み
に

つ
い

て
、

あ
な

た
は

ど
の

よ
う
に

感
じ

ま
す
か

。
（
そ

れ
ぞ
れ

に
ひ

と
つ
ず

つ
○

）
 

項
 

 
目

 

そ う 思 う  

ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 う  

ど ち ら か と い え ば  

そ う 思 わ な い  

そ う 思 わ な い  

わ か ら な い ・ 知 ら な い  

大
阪
狭

山
市

の
生
涯

学
習

・
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

環
境

は
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

１
．

 市
発

行
の

生
涯

学
習

情
報

誌
「

ラ
イ

フ
タ

イ
ム

」
に

よ
る

生
涯

学
習

の
 

 

機
会
が

充
実
し

て
い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

２
.

 
青
少

年
が

健
全
に

育
つ

た
め

の
取

組
み

が
十

分
に

行
わ

れ
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

３
．
公

民
館

活
動

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

４
．
市

民
に

よ
る
文

化
・

芸
術

活
動

が
盛
ん

で
あ
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

５
．
大

阪
狭

山
市
の

文
化

財
の
保

護
・

活
用

が
十
分

に
行

わ
れ
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

６
．

狭
山

池
な

ど
歴

史
遺

産
を

活
用

し
た

イ
ベ

ン
ト

や
講

座
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

７
．
郷

土
資

料
館
の

展
示

内
容

が
充
実

し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

８
．
ス

ポ
ー

ツ
施
設

（
学

校
開
放

を
含

む
）

の
活
用

が
充

実
し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

９
．
健

康
づ

く
り
や

、
ス

ポ
ー
ツ

に
親

し
め

る
機
会

が
充

実
し
て

い
る

 
１

 
２

 
３

 
４

 
５

 

1
0
．
図

書
館

サ
ー

ビ
ス

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

1
1
．
市

民
の

交
流

機
会

が
充

実
し

て
い

る
 

１
 

２
 

３
 

４
 

５
 

    問
1
9
 

あ
な
た
は
、
こ
の
１
年
く
ら
い
の
間
に
、
自
分
か
ら
進
ん
で
生
涯

学
習

・
文

化
・

ス
ポ

ー
ツ

な
ど
の

活
動
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
ど
ち
ら
か
に
○
）
 

１
．

あ
る

 
 

 
⇒

 
問

1
9

－
（

１
）

へ
 

２
．

な
い

 
 

 
⇒

 
問

1
9

－
（

３
）

へ
 

 ※
生

涯
学

習
：

人
々

が
生

涯
に

わ
た

っ
て

、
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

、
自

由
に

行
う

学
習

活
動

の
こ

と
で

、
学

校
教

育
や

、
公

民
館

に

お
け

る
講

座
な

ど
の

社
会

教
育

な
ど

の
学

習
機

会
に

限
ら

ず
、

自
分

か
ら

進
ん

で
行

う
学

習
や
趣

味
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど

に
お

け
る

さ
ま

ざ
ま

な
学

習
活

動
の

こ
と

を
言

い
ま

す
。
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問
1
9
で

｢
１

．
あ

る
｣
と

回
答

し
た

方
だ

け
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

問
1
9
－
（

１
）
 

あ
な

た
は

、
ど

の
よ

う
な

生
涯

学
習
・

文
化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活
動

を
し

ま
し

た
か

。（
あ

て
は

ま

る
も

の
す

べ
て

に
○

）
 

１
．

趣
味

的
な

も
の

（
音

楽
、

美
術

、
華

道
、

舞
踊

、
書

道
、

陶
芸

な
ど

）
 

２
．

教
養

的
な

も
の

（
文

学
、

歴
史

、
科

学
、

語
学

、
社

会
問

題
な

ど
）

 

３
．

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
（

健
康

法
、

医
学

、
栄

養
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
水

泳
な

ど
）

 

４
．

家
庭

生
活

に
役

立
つ

技
能

（
料

理
、

洋
裁

、
和

裁
、

編
み

物
な

ど
）

 

５
．

育
児

・
教

育
（

幼
児

教
育

、
教

育
問

題
な

ど
）

 

６
．

職
業

上
必

要
な

知
識

・
技

能
（

仕
事

に
関

係
の

あ
る

知
識

の
習

得
や

資
格

の
取

得
な

ど
）

 

７
．

パ
ソ

コ
ン

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

こ
と

 

８
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
そ

の
た

め
に

必
要

な
知

識
・

技
能

 

９
．

自
然

体
験

や
生

活
体

験
な

ど
の

体
験

活
動

 

1
0
．

学
校

（
高

等
・

専
修

・
各

種
学

校
、

大
学

、
大

学
院

な
ど

）
の

正
規

課
程

で
の

学
習

 

1
1
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 問
1
9
－
（

２
）
 

生
涯

学
習
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活
動

を
は

じ
め

た
き

っ
か

け
は

何
で

す
か

。（
あ

て
は

ま
る

も

の
す

べ
て

に
○

）
 

１
．

趣
味

を
豊

か
に

す
る

た
め

 

３
．

仕
事

や
就

職
・

転
職

に
必

要
な

た
め

 

５
．

高
度

な
専

門
知

識
を

身
に

つ
け

る
た

め
 

７
．

他
者

と
の

交
流

・
知

人
を

得
る

た
め

 

９
．

社
会

の
進

歩
に

遅
れ

な
い

た
め

 

1
1
．

特
に

理
由

は
な

い
 

２
．

教
養

・
能

力
を

高
め

る
た

め
 

４
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
必

要
な

た
め

 

６
．

自
由

時
間

を
有

効
に

活
用

す
る

た
め

 

８
．

老
後

の
人

生
を

有
意

義
に

す
る

た
め

 

1
0
．

健
康

や
体

力
づ

く
り

の
た

め
 

1
2
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⇒

 
問

2
0

へ
 

問
1
9
で

｢
２

．
な

い
｣
と

回
答

し
た

方
だ

け
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

問
1
9
－
（

３
）
 

生
涯

学
習
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活
動

を
行

っ
て

い
な

い
理

由
は

何
で

す
か

。（
あ

て
は

ま
る

も

の
す

べ
て

に
○

）
 

１
．

仕
事

が
忙

し
く

て
時

間
が

な
い

 

３
．

費
用

が
か

か
る

 

５
．

一
緒

に
学

習
や

活
動

を
す

る
仲

間
が

い
な

い
 

７
．

講
座

や
教

室
な

ど
が

、
自

分
の

希
望

や
実

施
時

期
・

時
間

に
合

わ
な

い
 

９
．

き
っ

か
け

が
つ

か
め

な
い

 

1
1
．

特
に

理
由

は
な

い
 

 

２
．

家
事

や
育

児
・

介
護

が
忙

し
く

て
時

間
が

な
い

 

４
．

必
要

な
情

報
が

入
手

で
き

な
い

 

６
．

身
近

な
と

こ
ろ

に
施

設
や

場
所

が
な

い
 

８
．

家
族

や
職

場
な

ど
周

囲
の

理
解

が
得

ら
れ

な
い

 
 

 1
0
．

そ
う

い
う

こ
と

は
好

き
で

は
な

く
、

め
ん

ど
う

 
 

1
2
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 

す
べ

て
の

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

問
2
0
 

あ
な

た
は

、
今

後
、
自

分
か

ら
進

ん
で
生

涯
学

習
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活
動

を
し

て
み

た
い

と
思

い
ま

す
か

。
（

ひ
と

つ
だ

け
○

）
 

１
．

し
て

み
た

い
 

３
．

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

、
し

た
く

な
い

 

５
．

わ
か

ら
な

い
 

２
．

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

、
し

て
み

た
い

 

４
．

し
た

く
な

い
 

 

 問
2
0
－

(
１

)
(
２

)
は

、
問

2
0
で

｢
１

．
｣
ま

た
は

｢
２

．
｣
と

回
答

し
た

方
だ

け
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

問
20

－
（

１
）

 
あ

な
た

は
、

ど
の

よ
う

な
生

涯
学

習
・

文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

活
動
を

し
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

か
。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
○

）
 

１
．

趣
味

的
な

も
の

（
音

楽
、

美
術

、
華

道
、

舞
踊

、
書

道
、

陶
芸

な
ど

）
 

２
．

教
養

的
な

も
の

（
文

学
、

歴
史

、
科

学
、

語
学

、
社

会
問

題
な

ど
）

 

３
．

健
康

・
ス

ポ
ー

ツ
（

健
康

法
、

医
学

、
栄

養
、

ジ
ョ

ギ
ン

グ
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

、
水

泳
な

ど
）

 

４
．

家
庭

生
活

に
役

立
つ

技
能

（
料

理
、

洋
裁

、
和

裁
、

編
み

物
な

ど
）

 

５
．

育
児

・
教

育
（

幼
児

教
育

、
教

育
問

題
な

ど
）

 

６
．

職
業

上
必

要
な

知
識

・
技

能
（

仕
事

に
関

係
の

あ
る

知
識

の
習

得
や

資
格

の
取

得
な

ど
）

 

７
．

パ
ソ

コ
ン

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
関

す
る

こ
と

 

８
．

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
そ

の
た

め
に

必
要

な
知

識
・

技
能

 

９
．

自
然

体
験

や
生

活
体

験
な

ど
の

体
験

活
動

 

1
0
．

学
校

（
高

等
・

専
修

・
各

種
学

校
、

大
学

、
大

学
院

な
ど

）
の

正
規

課
程

で
の

学
習

 

1
1
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

 問
2
0
－
（

２
）

 
「

生
涯

学
習

」
を

通
じ

て
、

あ
な

た
の

な
り

た
い

人
間

像
を

挙
げ

る
と

す
れ

ば
、

以
下

の
ど

れ
に

あ

た
り

ま
す

か
。（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

に
○

）
 

１
．

毎
日

を
い

き
い

き
と

過
ご

せ
る

人
 

３
．

個
性

や
才

能
を

活
か

せ
る

人
 

５
．

生
涯

を
通

じ
て

打
ち

込
め

る
も

の
を

持
っ

た
人

 

７
．

専
門

的
な

技
術

を
持

っ
た

人
 

９
．

身
近

な
人

の
役

に
立

て
る

人
 

1
1
．

み
ん

な
に

尊
敬

さ
れ

る
人

 

1
3
．

わ
か

ら
な

い
 

２
．

健
康

で
若

々
し

い
人

 

４
．

豊
か

な
感

性
を

持
っ

た
人

 

６
．

幅
広

い
知

識
を

持
っ

た
、

教
養

の
あ

る
人

 

８
．

友
だ

ち
や

仲
間

が
た

く
さ

ん
い

る
人

 

1
0
．

社
会

に
貢

献
で

き
る

人
 

1
2
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

 問
2
1
 

大
阪

狭
山

市
の

文
化

・
芸

術
活
動

を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ど

の
よ

う
な

取
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
。（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

○
）

 

１
．

コ
ン

サ
ー

ト
や

演
劇

な
ど

、
市

民
が

文
化

・
芸

術

に
ふ

れ
ら

れ
る

機
会

の
充

実
 

３
．

文
化

・
芸

術
活

動
に

関
す

る
指

導
者

の
育

成
 

５
．

サ
ー

ク
ル

な
ど

の
文

化
・

芸
術

活
動

団
体

へ
の

支
援

の
充

実
 

７
．

市
の

歴
史

の
調

査
・

研
究

と
情

報
の

提
供

 

９
．

狭
山

池
な

ど
歴

史
資

産
の

活
用

 

1
1
．

わ
か

ら
な

い
 

２
．

文
化

・
芸

術
に

関
す

る
情

報
の

提
供

 

 ４
．

文
化

・
芸

術
関

係
の

教
室

の
開

催
 

６
．

市
民

劇
団

、
市

民
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
な

ど
の

立
ち

上
げ

 

８
．

文
化

財
の

保
護

と
活

用
 

1
0
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
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問
2
2
 

大
阪

狭
山

市
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
ど

の
よ

う
な

取
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま

す
か

。
（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

○
）

 

１
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

、
ま

ち
づ

く
り

へ
の

盛
り

上
が

り
 

２
．

ス
ポ

ー
ツ

関
連

情
報

の
提

供
 

３
．

ス
ポ

ー
ツ

に
関

す
る

指
導

者
の

育
成

 

４
．

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

や
大

会
の

開
催

 

５
．

市
民

の
ス

ポ
ー

ツ
に

関
す

る
技

術
向

上
に

関
す

る
支

援
の

充
実

 

６
．

ス
ポ

ー
ツ

活
動

団
体

へ
の

支
援

の
充

実
 

７
．

ス
ポ

ー
ツ

施
設

や
設

備
の

充
実

 

８
．

障
が

い
者

や
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

ス
ポ

ー
ツ

活
動

の
推

進
 

９
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

1
0
．

わ
か

ら
な

い
 

 

５
．

大
阪

狭
山

市
へ

の
愛

着
や

市
の

特
長

・
誇

り
に

つ
い

て
お

聞
き

し
ま

す
。

 

 問
2
3
 

あ
な

た
は

大
阪

狭
山

市
に

愛
着

を
感

じ
て

お
ら

れ
ま

す
か

。
（

ひ
と

つ
だ

け
○

）
 

１
．

感
じ

る
 

３
．

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

、
感

じ
な

い
 

５
．

わ
か

ら
な

い
 

２
．

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

、
感

じ
る

 

４
．

感
じ

な
い

 

 

 問
2
4
 

大
阪

狭
山

市
の

特
長

や
誇

り
と

し
て

、
大

事
に

し
て

い
き

た
い

と
思

う
こ

と
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

。（
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

○
）
 

１
．

大
阪

狭
山

市
の

歴
史

 

３
．

日
本

最
古

で
あ

る
狭

山
池

 

５
．

豊
か

な
自

然
環

境
 

７
．

安
全

・
安

心
な

暮
ら

し
や

す
い

生
活

環
境

 

９
．

市
民

協
働

の
ま

ち
づ

く
り

 

1
1
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）

 

２
．

大
阪

狭
山

市
出

身
の

偉
人

の
功

績
 

４
．

地
域

の
祭

り
な

ど
の

伝
統

文
化

 

６
．

大
野

ぶ
ど

う
な

ど
の

大
阪

狭
山

ブ
ラ

ン
ド

 

８
．

市
民

に
よ

る
文

化
・

芸
術

活
動

が
活

発
な

ま
ち

 

1
0
．

子
育

て
に

や
さ

し
い

ま
ち

づ
く

り
 

1
2
．

わ
か

ら
な

い
 

 

 

６
．

教
育

に
関

す
る

施
策

全
般

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。
 

 問
2
5
 

大
阪

狭
山
市

の
子
ど

も
が

健
や

か
に

育
ま

れ
る

よ
う

に
す

る
た
め

に
、
市

は
ど

の
よ
う

な
こ

と
に

力
を

入
れ

る

べ
き
だ

と
思
い

ま
す
か

。
（

主
な

も
の

３
つ

ま
で

に
○

）
 

１
．

家
庭

の
教

育
力

を
高

め
る

た
め

の
大

人
へ

の
教

育
 

２
．

地
域

の
教

育
力

を
高

め
る

た
め

の
活

動
 

３
．

子
育

て
家

庭
へ

の
支

援
 

４
．

子
ど

も
に

つ
い

て
の

悩
み

や
相

談
ご

と
へ

の
対

応
 

５
．

就
学

前
教

育
・

保
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

の
施

策
 

６
．

子
ど

も
が

様
々

な
体

験
が

で
き

る
機

会
づ

く
り

 

７
．

子
ど

も
の

ス
ポ

ー
ツ

活
動

 

８
．

子
ど

も
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
の

活
動

 

９
．

学
校

教
育

を
充

実
さ

せ
る

た
め

の
施

策
 

1
0
．

放
課

後
な

ど
に

子
ど

も
が

遊
べ

る
場

所
づ

く
り

 

1
1
．

青
少

年
の

健
全

な
育

成
に

関
す

る
事

業
 

1
2
．

市
の

歴
史

や
文

化
を

学
ぶ

機
会

の
増

加
 

1
3
．

保
育

所
・

幼
稚

園
・

小
学

校
・

中
学

校
の

連
携

強
化

に
よ

る
、

一
体

的
な

指
導

 

1
4
．

教
育

委
員

会
や

学
校

の
取

組
み

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

発
信

 

1
5
．

そ
の

他
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）
 

1
6
．

わ
か

ら
な

い
 
 

 問
2
6
 

今
後

、
生

涯
学

習
の

一
環

と
し
て

、
人

々
が
学

び
た
い

と
き

に
学

べ
る

よ
う

に
す
る

た
め

に
、
市

は
ど

の
よ

う

な
こ

と
に
力

を
入
れ

る
べ

き
だ
と

思
い
ま

す
か

。
（

あ
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
○

）
 

１
．

施
設

の
開

館
時

間
の

延
長

や
利

用
手

続
き

の
簡

素
化

 

３
．

指
導

者
の

確
保

・
育

成
 

５
．

託
児

つ
き

講
座

の
充

実
 

７
．

学
習

・
活

動
成

果
が

活
か

せ
る

場
づ

く
り

 

９
．

学
習

・
活

動
情

報
の

一
元

的
管

理
・

提
供

 

1
1
．

Ｎ
Ｐ

Ｏ
へ

の
活

動
支

援
 

1
3
．

大
学

な
ど

教
育

機
関

や
企

業
と

の
連

携
 

1
5
．

わ
か

ら
な

い
 

２
．

講
座

や
教

室
数

の
増

加
 

４
．

休
日

や
夜

間
な

ど
の

講
座

の
充

実
 

６
．

気
軽

に
学

習
に

取
り

組
め

る
雰

囲
気

づ
く

り
 
 

８
．

学
習

・
活

動
に

関
す

る
相

談
体

制
の

充
実

 

1
0
．

ま
ち

づ
く

り
円

卓
会

議
へ

の
活

動
支

援
 

1
2
．

学
校

施
設

の
開

放
 

1
4
．

そ
の

他
 

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 問
2
7
 

そ
の

他
、
ご

意
見
な

ど
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、
ご

自
由
に

ご
記
入

く
だ
さ

い
。

 

      

ア
ン

ケ
ー

ト
に

ご
協

力
い

た
だ

き
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

 

１
月

3
1

日
（
金

）
ま

で
に

同
封

の
返

信
用

封
筒

で
ご

返
送

く
だ

さ
い

。
 


